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V
勲
四
等
瑞
宝
章

魚
津
市
慶
野
五
二
番
地

秋

山

嘉

久

〈均
歳
〉

永
年
に
わ
た
り
学
校
図
書
館
を
中
心

に
し
た
学
習
並
び
に
特
殊
学
級
導
入
な

ど
学
校
教
育
の
振
興
に
尽
さ
れ
た
。

V
勲
五
等
瑞
宝
章

魚
津
市
諏
訪
町
一
五
番
一

O
号

魚

住

一

雄

〈
百
歳
〉

永
年
に
わ
た
り
塩
販
売
組
合
長
と
し

て
衛
生
面
の
改
善
と
計
量
器
の
適
正
化

商
取
引
の
指
導
に
尽
さ
れ
た
。

厚
生
大
臣
・
富
山
県
知
事
・
富
山
県
教
育
委
員
会
表
彰

V
勲
五
等
瑞
宝
章

魚
津
市
島
尻
一
五
五
五
番
地

小
林
小
左
衛
門

〈
九
歳〉

永
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
区
の
要
職

に
あ
っ
て
土
地
改
良
事
業
の
促
進
と
農

業
の
振
興
に
尽
さ
れ
た
。

V
勲
六
等
単
光
旭
日
章

魚
津
市
友
道
二
一
八

O
番
地

北

保

正

詔

〈均
歳
〉

永
年
に
わ
た
り
図
書
館
長
並
び
に
図

書
館
協
会
長
を
務
め
図
書
館
運
営
の
振

興
に
尽
さ
れ
た
。

V
勲
七
等
青
色
桐
葉
章

魚
津
市
新
金
屋

一
丁
目
三
番
二
号

上

回

佐

吉

〈
η
歳
〉

昭
和
日
年
か
ら
同
灯
年
ま
で
詑
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
消
防
団
員
、
分
団
長
と

し
て
消
火

・
防
災
活
動
に
尽
さ
れ
た
。

V
藍
綬
褒
章

魚
津
市
中
央
通
り
二
丁
目
八
番
三
号

浅

尾

久

短

〈
侃
歳
〉

永
年
に
わ
た
り
商
工
関
係
団
体
の
要

職
に
あ
っ
て
地
場
産
業
の
育
成
と
商
庖

街
の
復
興
近
代
化
に
尽
さ
れ
た
。

V
藍
綬
褒
章

魚
津
市
吉
島
三
八
二

O
番
地
の
J
九

西

浦

三

郎

〈臼
歳
〉

昭
和
初
年
加
積
村
議
に
当
選
以
来
市

議
、
県
議
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
尽
さ
れ
た
。

厚
生
大
臣
表
彰

V
環
境
衛
生
功
労

魚
津
市
本
江
一
四
五
七
番
地

浜

田

武

雄

〈
印
歳
〉

永
年
に
わ
た
り
環
境
衛
生
同
業
組
合

の
要
職
に
あ
っ
て
衛
生
思
想
の
普
及
推

進
と
業
界
の
発
展
に
尽
さ
れ
た
。

富
山
県
知
事
表
彰

V
地
方
自
治
功
労

魚
津
市
小
川
寺
二
九

O
九
番
地

吉

井

正

男

〈臼
歳
〉

永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
、
事
務

組
合
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
尽
さ
れ
た
。

V
食
品
衛
生
功
労

魚
津
市
中
央
通
リ
二
丁
目
一

番

一
五
号

棚
橋
隆
二

〈
臼
歳
〉

永
年
に
わ
た
り
食
品
関
係
団
体
の
要

職
に
あ
っ
て
食
品
衛
生
の
向
上
に
尽
さ

1
た。
V
水
産
功
労

魚
津
市
港
町
四
番
九
号

浜

多

ハ

ナ

〈引
歳
〉

永
年
に
わ
た
り
漁
家
婦
人
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
地
域
漁
家
の
生
活
改
善
と
健

康
管
理
に
尽
さ
れ
た
。

V
教
育
功
労
(
社
会
教
育
)

魚
津
市
本
町

一
丁
目
一

O
番
八
号

辻

寛

〈刀
歳〉

永
年
に
わ
た
り
公
民
館
関
係
団
体
の

要
職
に
あ
っ
て
社
会
教
育
活
動
の
振
興

に
尽
さ
れ
た
。

(2) 

教
育
委
員
会
表
彰

V
学
校
教
育
功
労

魚
津
市
新
金
屋
一
丁
目
二
番
二
二
号

宝

田

富

保

〈臼
歳
〉

永
年
に
わ
た
り
高
校
商
業
整
同
の
指

導
法
の
改
善
と
視
聴
覚
教
育
の
推
進
に

尽
さ
れ
た
。

V
社
会
教
育
功
労

魚
津
市
友
道
一
二
五

O
番
地

大
愛
和
歌
子

〈
臼
歳
〉

永
年
に
わ
た
り
婦
人
会
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
会
長
と
し
て
組
織
の
強
化

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
に
尽
さ
れ
た
。
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市
政
の
動
き

魚
津
市
議
会
臨
時
会

市
議
会
臨
昭
会
は
、
日
月
日
日
聞
か
れ
、
一
般
会
計
な
ど
決
算
6

議
案
を
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
て
、
次
固
ま
で
継
続
審
議
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

継
続
審
議
と
な
っ
た
議
案

V
何
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

V
何
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

V
何
年
度
魚
津
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

V
何
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

V
何
年
度
魚
津
市
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

{
疋
に
つ
い
て

V
何
年
度
魚
津
市
水
族
館
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
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罵れの叙勲と褒章・・....................・・2
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第
辺
回
市
美
術
展
が
去
る
日
月
白
日

制
1
1
月
3
日
附
ま
で
市
農
協
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
作
、
力
作
が
目
立
ち
、
市
民
の
美

術
に
対
す
る
熱
意
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表紙・唐草模様と神社仏関

第22回魚津市美術展覧会入賞者一覧

絵画部門 書官15 門 問3工部門 写真部門

市 展 大 賞
稲沢広明 中本 竹泉 大坪 問。 大崎友孝
「作品-AJ 「畑を鋤く男」 「立 つ」 「凪日」

溝口治夫 盛本恵泉 島田順子 長田達明

市 展 賞
「窓」 「間に よる」 「生誕」 「冬の朝」

ノJ、A居 g~十j、士ロ 朝野紅帆 平崎俊章 大家圧勝弘
「願望」 「藤村の誌」 「凪」 「成人の日」

市美協会長賞
小黒栄一t 原 τ包~盆￡手己a 村椿千鶴子 中田 旭
「ライン中流」 「衆」 「頭{象」 日月 J!<<J 

商工会議所会頭賞
松平幸己 小竹芝青 平山八郎 谷越健一 |
「ある風景」 r7二b巳J 「竹編壷」 「光のファンタジー」

ロータリークラブ会長賞
伊井 隆 ニ村幽苑 水白真紀子 佐々木勝之
落椿」 「山荘だより」 「雪=ま~ iAτ LJ 「田植え」

西ロータリークラブ会長賞
松田一枝 土井美泉 大坪美幸 武隈和男
「霊気楼」 「貞」 「流転」 「天神山の印象」

ライオンズクラブ会長賞
林 妙子 岸本 小帆 西尾小夜 石倉友栄
「菜の花」 輪鋒菊」 発心」 「朝の白)11J 

農協会館理事長賞
辰尾信夫 寺田靖子 五十井とし子 大沢俊弘
一隅」 「醤鴨」 「彩」 「白馬」

観光協会会長賞~ 岸本歳子~ 土居敬生遊心」 「嵐のあと」

市 奨 励 賞 東金昌之外25名

大菅沼 宮ケ丁豊作

麿草模様は唐の園、現在の中国より

奈良時代 (538年〉百済の聖明王は仏像

とお教を送うれ芝と云う。仏教と共に

歴史をもっとすれば発生地はインドで

中国より朝鮮に渡り日本に伝わって来

だものと思われる。麿草模様は神社{ム

閣鐘楼などに必ず調刻されいちばん人

の自につきやすい虻渠ゃ、動未、その

他いろいろのところに調刻され、見れ

ば見るほど奥床しい立派な模様である

万、現代では鉄骨コンクリートの建物

に変り失われつ¥あるのは残念である。

大正、昭和のものは略刻りが多く、本

刻りはほとんど見られない。現在は能

登にあっ疋古いお寺をこわして来て建

て芝、お寺の調刻は実に見事で、当時

の工匠の技術の見事さはとうてい自分

には出来ない。黒部市、魚津市内のお

寺に現在もある。期日や金銭にこだわ

っていては良いものは出来ないと思う。

(3) 
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知ヲで欲しい市の省所
公表された、57年度上半期(4月4日から9月30日まで)の市の財政状況

日
年
度
上
半
期
(
幻
年
4
H
1
日
l
U
年
9
月
初

日
)
の
市
の
財
政
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
市
の
収
入

・
支
出
の
状
況
な
ど
財
政
状
態
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、

6
月
と
ロ
月
の
2
回
公
表
さ
れ

る
も
の
で
す
。
次
に
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

当
初
予
算
と
補
正

幻
年
昨
民
当
初
予
算
は
八
十
七
億
九
千
四
百
万
円
で

前
年
度
当
初
予
算
八
十
四
億
七
百
五
十
万
円
と
比
較

し
て
川
%
の
伸
び
率
で
し
た
。
そ
の
後
、
3
回
の
補

正
(
五
億
一
千
三
百
凹
十
六
万
一
千
円
)
に
よ
り
、

九
十
三
億
七
百
四
十
六
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
同
期
の
八
十
八
億
八
千
三
百
四
十
四
万

八
千
円
と
比
較
し
て
川
%
の
明
加
で
あ
り
ま
す
。

補
正
の
主
な
も
の
・
歳
入
の
主
な
も
の

日
年
度
上
半
期
の
歳
入
補
正
の
主
な
も
の
は
、
地企建設中の経国公民館

方
交
付
税
三
千
三
百
十
二
万
八
千
円
、

国
庫
支
出
金
一
億
八
百
二
十
二
万
七
千

円
、
県
支
出
金
六
千
八
百
八
十
八
万
円

市
償
六
千
七
百
万
円
、
繰
越
金
一
億
八

千
四
百
三
十
七
万
七
千
円
な
ど
が
増
額

さ
れ
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

道
路
改
良
事
業
四
千
七
百
二
十
万
四

千
円
、
都
市
改
造
事
業
五
千
三
百
二
万

七
千
円
、
総
合
公
園
築
造
事
業
四
千
七

百
八
十
四
万
二
千
円
、
都
市
下
水
路
事

日日%

算

客員

業
二
千
九
百
十
五
万
一止
千
円
、
コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
広
場
造
成
費
一
千
八
十
万
円
、

無
雪
害
街
づ
く
り
事
業
一
千
百
二
十
万

円
、
河
川
総
務
費
一
千
万
円
、
交
付
税

で
み
ら
れ
た
新
川
広
域
圏
分
一
千
八
百

二
十
万
円
、
県
単
土
地
改
良
事
業
二
千

三
万
五
千
円
、
道
路
新
設
改
良
事
業
二

千
四
百
九
十
五
万
円
、
霊
園
築
造
事
業

四
千
五
百
三
十
三
万
円
、
団
体
営
農
道

挫
備
事
業
三
千
七
百
九
十
三
万
四
千
円
、

団
体
営
か
ん
ば
い
事
業
一
千
二
百
九
十

万
六
千
円
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

一 歳入 43.7% 

般会計
歳出 39.1% 

下道水業事
歳入 1".9% 
歳出 1 10.2% 

特

簡易水道業事
歳入 58.5% 

歳出 52.4% 
男IJ

健民国康保険事業
歳入 38.6% 

歳出 35.1% 
士d広』

農業共;業事斉
歳入 51.2% 

歳出 28.8% 1 
計

族館水業事
歳入 78.7% 

歳出 42.2% 

9月末における収支状況

業
一
千
六
百
八
十
万
円
、
農
林
水
産
業

施
設
災
害
復
旧
費
三
千
五
百
五
十
万
五

千
円
、
な
ど
が
増
額
さ
れ
、
ま
た
、
国

の
補
助
減
に
よ
り
地
域
沿
岸
漁
業
構
造

改
善
事
業
一
千
二
百
八
十
二
万
三
千
円

な
ど
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
9

月
末
現
在
の
各
執
行
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

(4) 

16千円

100% 

6万円5 14 12 10 

90 80 

84円

1，526円

12，719円

15，429円

6 

2，043円

378円

70 

市民の市税負担状況
人口 50，101人

世平等数 13，285世帯

(昭和57年 9月30日現在)

の他

4，211千円

軽自動車税
18，947千円

電気税
76，488千円

市たばこ消費税
l 憶02，403千円

市民税
制意37，272千円

固定資産税
7憶73，041千円

2 

60 50 40 30 

そ

20 

47，969円

58，189円

5，757円

7，708円

316円

1，426円

10 

3 4 
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市債の状況 (9月末)
-

教 育 イ責 1，556，992千円

土 木 f責 1，493，150千円

目
特別地方債 811，539千円

的 農林水産業債 517，667千円

縁 故 イ責 408，830千円
、‘

公営住宅債 319，489千円51IJ 災害復旧債 154，938千円

県貸付金 96，312千円庁舎建設債 74，504千円

A建設中の松倉小学校
. I 特例地方債 36，592千円消防債 62，660千円

財政対策債 35，000千円 火災復旧償却，978千円

市有財産の状況 市債総額 55億96，651昌

ゴ4 士也 建 牧1
587，317 m' 132，637 m' " ， 

TtEず ぜ陸場
的:. ，~‘ ~ 

イ昔凪 大 蔵 省 3，239，648千円

~ 

有価証券その他 基 金
101，904千円 501，959千円 入

国 I 重安
郵 政 省、 1，125，241千円

男。
公営公庫 523，929千円

，ι.， 
北陸銀行 420，810千円

特別会計予算執行状況 (9月末) 共済組合 119，653千円
県 96，312千円

会計区分 予算額
執 1T ;I)( j比

収入消額 収入割合 支出済制 支出割合

下円 下円 % 千l.1j % 

、、 そ σコ 他 71，058千円

一時借入金の状況
下水道事業 28，646 3，403 11.9 2，931 10.2 

簡易水道事業 12，389 7，247 58.5 6，491 52.4 借入額 借入先 借入期間

国民健康保険事業 20r占80，694 8m03，276 38.6 71.029，645 35.1 

農業共済事業 1!.C(54 ，202 78，923 51. 2 44，451 28.8 

水族館事業 2f.rr:23 ，500 1a75，833 78.7 94，336 42.2 

200，000，000円 北陸銀行 57.4. 2-57.4.21 

200，000，000円 北陸銀行 57.4. 2 -57.4.10 

200，000，000円 北陸銀行 57.4.26 -57.5. 6 

24 f.rr: 99 ，431 10fn68，682 42.8 8m77，854 35.1 100，000，000円 北陸銀行 57.5. 7 -57.5.28 

歳入 57年度一般会計収支状況 (9月末) 歳出

区 分 予算額 収入済額 収入割合 区 分 予算額 支出消額 支出割合

千円 千l1j % 千11j 千円 % 

市 おi 33ω40，000 16ω12，362 48.3 議 dzz h 費 l応55，503 70，581 45.4 

地 方 言裳 与 キ見 90，000 22，062 24.5 総 務 費 13(ε24，484 6a96，545 52.6 

娯楽施設利用税交付金 15，000 7，978 53.2 民 生 費 19a12，548 8{立34，528 43.6 

自動車取得税交付金 70，000 23，990 34.3 {転 生 費 2m93，138 1m37，591 46.9 

地 方 チスマ 付 午見 15位53，128 11m56 ，472 74.5 労 {動 費 1a28，731 56，726 44.1 

交通安全対策特別交付金 5，256 。 農林水産業費 10a65，191 2f.o:41 ，629 22.7 

分担金及び負担金 3信33，829 1a31，842 39.5 商 工 費 3a09，815 2a61，762 84.5 

使用料及び手数料 2m12，636 77，685 36.5 土 木 費 14a68，572 3m26，446 22.2 

国 庫 一λ← 出 金 14m50，801 4位84，674 33.4 i有 |坊 費 2位37，290 1a13，375 47.8 

県 支 出 金 8位23，767 1a48，534 18.0 教 育 費 14低80，753 5a44，135 36.7 

財 産 収 人 1m09，965 17，021 15.5 グ《《t《 三EコZ 復 !日 資 1m64，187 31，253 19.0 

寄 附 金 10，018 12，551 125.3 公 イ貰 費 7a13，987 3a24，626 45.5 

繰 越 金 3位18，377 3a18，377 100.0 諸- ーJトι- 出 金 3，262 345 10.6 

諸 収 人 3m50，684 52，749 15.0 予 イ蔚 費 50，000 

市 {責 6信24，000 。
93a07，461 40位66，297 43.7 言十 93a07，461 36a39，542 39.1 

(5) 
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57年度上半期の水道事業会計の業務状況が公表
されたのでお知らせします。

。
業
務
の
状
況

〈
九
月
末
現
在
〉

給
水
人
口
三
四
、
七
四
二
人

給

水

戸

数

八

、九
O
八
戸

給

水

量

一

、五
一
七
、三
九
八
立
方

μ

@
会
計
の
状
況

〈
九
月
末
現
在
〉

貯
年
9
月
末
の
損
益
収
支
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
て

損益収支状況

科 目 予算額 収入額 割合
〈千円〉 〈千円〉 <%> 

収
給水収益 308，757 155，431 50.3 

受託工事収益 148，375 23，150 15.6 

入 その他収益 5，803 5，803 100.0 

メ口入 計 462，935 184，384 39.8 

科 目 予算額 支出額 割合
〈千円〉 〈千円〉 <%> 

支 給水費用 102，124 36，332 35.6 

受託工事費 143，575 14，987 10.4 

総 係 費 85，521 40，244 47.1 

出 その他費用 115，992 53，716 46.3 

ト今一 計 447，212 145，279 32.5 

。
建
設
改
良
工
事

今
年
度
は
建
設
改
良
工
事
と
し
て
事
業
費
二
億
七
、

七
八
七
万
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、

九
月
末
ま
で
に
主
な
も
の
と
し
て
次
の

工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

O
市
道
六
郎
丸
印
回
線
配
水
管
布
設
工

事

一

六

O
μ

二
八
六
万
円

O
市
道
横
枕
四
号
線
導
水
管
布
設
工
事

二
七
六
灯
九
五

O
万
円

O
県
道
小
川
寺
木
下
新
線
配
水
管
布
設

工
事
六
一
八

μ
一
、
四
O
O万
円

積
雪
期
のメ
ー
タ
ー
検
針

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、
二
か
月
ご
と

に
定
め
ら
れ
た
日
に
検
針
し
て
い
ま
す

が
、
冬
期
間
積
雪
の
た
め
検
針
で
き
な

い
と
き
は
、
水
道
料
金
の
算
定
を
前
回

の
使
用
量
を
参
酌
し
、
料
金
を
納
め
て

い
た
だ
き
、
次
回
に
検
針
で
き
た
と
き

に
料
金
の
精
算
を
し
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
漏
水
に
注
意
/

メ
ー
タ
ー
器
で
点
検
を

最
近
、
給
水
管
の
老
朽
化
な
ど
の
原

因
に
よ
る
漏
水
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
検
針
は
二
か
月
に
一
度
の
た
め
検

針
時
に
漏
水
が
見
つ
か
っ
た
と
き
に
は
、

平
常
の
何
倍
も
メ
ー
タ
ー
が
回
っ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
漏
水
を
早

く
発
見
す
る
た
め
に
、
日
頃
よ
り
各
家

庭
で
、
家
の
中
の
蛇
口
を
締
め
て
、
メ

ー
タ
ー
器
の
赤
い
針
が
回
っ
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
も

し
針
が
回
っ
て
い
れ
ば
、
漏
水
し
て
い

ま
す
の
で
、
市
水
道
局
か
水
道
工
事
指

水
道
管
に
も冬
じ
た
く
を
/

。
水
差
回
や
蛇
口
の
破
裂
に
注
意

気
温
が
氷
点
下
に
な
り
ま
す
と
水

道
が
凍
っ
て
破
裂
し
ま
す
か
ら
、
水

道
管
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
風

定
庖
に
連
絡
し
て
修
理
を
し
て
く
だ
さ

冬
期
間
に
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
自
に
み
え
な

い
地
下
の
埋
設
部
分
で
破
裂
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
メ
ー
タ
ー
器
の
赤
い
星
印

が
回
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
発
見
で
き

ま
す
。
メ
ー
タ
ー
器
の
上
は
冬
も
除
雪

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
破
裂
な
ど

で
漏
水
し
て
い
る
と
き
は
、
右
記
の
応

急
処
置
を
し
て
、
夜
間
な
ど
使
用
し
な

い
と
き
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
ム
中
の

パ
ル
プ
を
締
め
て
お
き
ま
す
と
無
駄
な

漏
水
を
防
げ
ま
す
。

あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道

管
や
蛇
口
は
、
保
温
材
を
取
り
付
け

水
道
の
水
が
凍
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

。
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
l
プ
を

し
っ
か
り
と
巻
き
つ
け
て
、
応
急
手

当
を
し
て
か
ら
、
指
定
工
事
庖
へ
連

絡
し
修
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

。
水
道
賓
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上

か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
と
か
し
ま
す
。
じ
か
に
熱
湯
を
か

け
る
と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

(6) 

魚
津
港
〈
南
地
区
〉

燈
台
移
設
竣
工

昭
和
五
十
四
年
三
月
の
魚
津
港

(
南
地
区
)
北
防
波
堤
延
長
に
と
も

な
う
燈
台
の
移
設
が
完
了
し
ま
し
た
。

十
一
月
四
日
、
燈
台
の
点
灯
が
行

わ
れ
、
現
在
、
青
灯
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

燈
台
の
規
模
は
は
、光
源
の
高
さ
面

か
ら
ロ
m
、
光
の
到
着
距
離
別
刷
、

色
は
緑
色
で
2
秒
間
隔
で
点
滅
し
ま
す
句

十
一
月
十
二
日
、
燈
台
の
竣
工
に

と
も
な
い
、
魚
津
市
長
、
第
九
管
区

海
上
保
安
本
部
、
伏
木
海
上
保
安
部

県

・
市
や
漁
業
港
湾
関
係
者
が
列
席

し
、
今
後
の
航
海
安
全
を
祈
っ
て
竣

工
式
を
行
い
ま
し
た
。
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に
埋
っ
て
い
る
と
、
除
雪
の
際
破
損
す
い
し
ま
す
。

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〈
〉
雪
の
後
始
末

こ
わ
れ
や
す
い
物
に
は
、
竹
ぎ
お
に
路
に
雪
を
お
ろ
し
た
場
合
は
、
消
防

ま
た
、
雪

の

降

る

季

節

が

や

っ

て

き

と

し

、

道

路

構

造

及

び

路

線

の

性

格

を

赤

い

布

を

つ

け

て

表

示

し

て

く

だ

さ

い

。

車
や
ゴ
ミ
収
集
車
等
が
通
れ
る
よ
う
す

ま
す
。

勘
案
し
な
が
ら
、
第
一
種
、
第
二
種
、

3
、
除
雪
車
が
通
過
す
る
と
き
に
、
家

ぐ
後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市

で

は

道

路

の

除

雪

に

万

全

を

期

し

第

三

種

に

区

分

し

、

第

一

種

か

ら

順

次

の

出

入

口

を

ふ

さ

ぐ

こ

と

が

あ

り

ま

す

下

水

道

を

使

用

す

る

場

合

は

、

作

業

市
民
の
生
活
に
悪
い
影
響
を
与
え
な
い
除
雪
し
て
い
き
ま
す
。

が
、
限
ら
れ
た
車
柄
で
広
範
囲
の
除
雪
中
竹
ざ
お
に
赤
い
布
を
つ
け
る
な
ど

よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
い

わ

ゆ

る

ド

第

一

種

は

、
パ

ス

運

行

路

線

が

で

き

ま

せ

ん

の

で

、

各

戸

で

取

り

除

の

表

示

を

し

、

使

用

後

は

マ

ン

ホ

ー
ル

カ

雪

が

降

る

よ

う

な

場

合

、

一

時

に

手

第

二

種

は

、

主

に

通

勤

、

通

学

等

市

く

よ

う

に

お

願

い

し

ま

す

。

の
ふ
た
は
必
ず
し
め
て
お
い
て
く
だ
さ

の
ま
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

民
生
活
に
密
接
な
路
線

〈
〉
雪
お
ろ
し

今
年
も
、
町
内
や
地
区
全
体
の
み
な
第
三
種
は
、
比
較
的
交
通
量
の
多
い

雪
の
重
み
で
、
家
屋
が
倒
壊
し
な
い

雪
を
路
上
に
ま
き
散
ら
す
と
、
交
通

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

路

線

と

し

ま

す

。

ょ

う

、
早
目
に
雪
を
お
ろ
す
よ
う
に
し
事
故
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

。
市
道
除
雪
計
画

除
雪
は
、
市

除

雪

車

の

ほ

か

民

間

の

ま

し

ょ

う

。
高
圧
線
が
通
っ
て
い
る
所
で
、
絶
体
に
ま
き
散
ら
さ
な
い
よ
う
に

市
で
は
、
雪
量
観
測
点
で
の
新
し
い
建
設
機
械
を
借
り
て
実
施
し
ま
す
が
、

。ぺ
で
の
雪
お
ろ
し
は
、
特
に
感
電
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

積
雪
量
が
日
セ
ン

チ

メ

ー

ト

ル

以

上

に

道

巾

の

せ

ま

い

市

道

で

除

雪

車

の

入

ら

守

し

て

く

だ

さ

い

。

な
お
、
雪
捨
て
場
は
、
角
川
、
魚
津

な

る

と

、

道

路

交

通

を

確

保

す

る

た

め

な

い

所

が

あ

り

ま

す

の

で

、

こ

の

よ

う

ぐ

近

所

に

老

人

や

母

子

だ

け

の

世

帯

が

港

と

し

ま

す

。

除

問

訪

れ

れ

ド

、
交

通

量

を

基

準

リ

リ

日

間

い

れ

は

お

」

協

。

一
。

M
M
U
M
Uト
ベ

ゴ

十

刊

誌

日

建

時

れ

い

パ

川

村

U社
v

度

件

ま

で

川

川
相

州

寸

J
1」
る

答

別

万

μ
す

て

年

人

い

り

与

付

引
一
4

一
o
一

ぃ

の

特

灯

長

対

れ

は

山

ち

て

お

川
目

ル一

μ
一

川

一

日

」

の

役

議

に

さ

、
う

っ

と

当

晴
一
初
一

7
7
7

会

在

入

副

職

給

で

の

な

の

は

桝

一

位

一

目

一

釧

議

現

収

、
別

支

人

こ

と

表

同

「

|

「

し

き

一

審

日

、

円

特

f

∞∞

、
卜

次

洋

一

円

一

川

一

給

等

1

円

万

、
か

J

円

ン

、

叶

一

尚

一

汗

一

倍

酬

月

万

幻

た

れ

町

一

q
J
-

FO

一
3
3

的

千

セ

は

刈
一
ぷ
一
ぷ
一
P

報

ロ

日

長

ま

リ

十

日

一

容

物
一
間
一
日
一
れ
、

況

職

年

役

議

。
肋

は

幻

パ

内

部

一

l

一
l

一さ

状

別

町

助

、

す

3

ロ

ロ

4

の

同
「

ι
1
L閣

の

特

、

、

は

ま

間

人

億

M

等

時
寸
一
ド
一
羽

数

「

、

れ

円

額

い

年

帳

犯

で

与

叶

一

お

一

ω
一
削

員

は

ら

万

月

て

て

台

、

円

給

U

一
よ
一
ふ
一
在

職

況

め

位

酬

っ

し

本

は

干

の

時

一

肌

一

肌

一

後

開

状

定

長

報

な

と

基

額

九

在

鴻

一

一

]

一

業

級

の

で

市

の

と

当

民

算

幻

現

巾
寸
川
寸
川
一卒

等

等

例

、

員

円

手

住

決

別

日

間
「
川
「
洲
一
ム

の

酬

条

は

議

万

末

の

出

4

H

l

戸
川
ト
同
」
U

。
職

報

て

額

会

幻

期

末

歳

億

月

汁
寸
寸
同
一
一
」
数
、
け

政

の

い

月

議

員

度

計

辺

4

一分一

νj々
一
削
年
一
年
七

行

制

づ

料

市

議

は

年

会

、

年

験

数

般

別

基

給

、
、

当

日

般

は

。

日

続

年

一

特

に

の

で

円

手

一

費

す

3

0

申

職

円

万

る

E三世襲高 の状況斗

す。

〈
〉
路
上
に
障
害
物
を
置
か
な
い
で
/

1
、
除
雪
作
業
中
、
最
も
困
る
の
は
車

等
の
路
上
障
害
物
で
す
。
除
雪
作
業
上

は
勿
論
の
こ
と
、
交
通
渋
滞
や
事
故
を

誘
発
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
絶

体
に
路
上
に
車
等
の
障
害
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

2
、
道
路
に
面
し
た
塀
や
植
木
等
が
雪

。三一
一一

[，{ぅr (11 I:EI家公務 u

期!
く56年度支給割合〉 <56年度支給割合〉

末 JUl 末 勤勉 ml 末 勤勉

塑i
6月期 1.4か月分 0.5か月分 6月期 1.4か月分 0.5か月分

勉 12月期 1.9か月分 0.6か月分 12月期1.9か月分 0.6か月分

手 3月期 0.5か月分 一月分 3月期 0.5か月分 一月分
当

3.8か月分1.1か月分 百十 3.8か月分1.1か月分

退
支給率 自己都合 勧 奨 支給率 自己都合 勧 奨

月哉
最高限度額 ω.0か月分 67.5675か月分 最高限度額 ω0か月分 67.5675か月分

勤続20年 21.0か月分 36.855か月分 勤続20年 21.0か月分 36.855か月分
手
勤続30年 41.25か月分 57.915か月分 勤続30年 41.25か月分 57.915か月分

当 勤続35年48.125か月分 67.5675か月分 勤続35年48.125か月分 67.5675か月分

います。

(7) 
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年
末
・
年
始
の
ゴ
ミ
、
し
尿
等
の

収
集
計
画
の
お
知
ら
せ

y . ....・:::::~ :: :::::… ~..・'::;.:':::::.:;…:!::::':::::・ 1 ・… 〉 ・ ・:~:'.: .:::::!'・::::::::':.'::・.........; .・ 0 ・ J ・ .. . .~..〆 。:二 1 ・ “ ・ u 士 。 士 :::::'，:; :::'" ・ 0 ・ ... '~'.. . 〆.........i...............;

年
末
年
始
の
聞
の
ゴ
ミ
収
集
な
ど
の
計
画
を
、
次
の
よ
う
に
き
め
ま
し
た
の

で
、
降
雪
に
注
意
し
て
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ィ一気
I
L
N
…穿
一始
Hm
門
局
句、川一般
築
山宿H

いド
N
い
作
ト
ド
ド
ド
ト
ド
ト
ド
ド
ド
ド
ド
ゎ
ド

lb
r
K
Ll

-
年
末
は
ロ
月
初
日
嗣
ま
で
平
常
通
り

収
集
し
ま
す
。

-
年
始
は
1
月
4
日

ωか
ら
平
常
通
り

収
集
し
ま
す
。

ロ
月
別
日
附
か
ら
1
月
3
日
間
ま
で

の
聞
は
ゴ
ミ
収
集
を
し
ま
せ
ん
か
ら
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

-
年
末
の
一
般
ゴ
ミ
(
可
燃
物
)
の
持

込
み
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(ゴ
ミ
焼
却
場
)

で
は
、
ロ
月
出
日
幽
午
前
中
ま
で
一
般

ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
付
け
し
ま
す
。

‘F冬
期
間
は
雪
に
埋
れ
な
い
よ
う
に

冬
期
間
中
は
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

ω
ゴ
ミ
は
前
日
に
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
前
日
に
出
さ
れ
る
と
、

雪
に

埋
も
れ
て
収
集
出
来
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ω
ゴ
ミ
は
、
収
集
日
当
日
の
朝
8
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
ゴ
ミ
収
集
車
の
車
幅
は
、
乗
用
車

よ
り
広
い
の
で
車
が
通
り
や
す
い
よ

う
に
道
路
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ

ω
ゴ
ミ
は
、
雪
や
雨
が
入
ら
な
い
よ

う
、
ゴ
ミ
袋
又
は
容
器
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ω
ゴ
ミ
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
、
燃
え

な
い
ゴ
ミ
と
を
区
分
し
て
、
決
め
ら

れ
た
日
の
朝
8
時
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

山
間
降
雪
等
の
た
め
、
集
積
場
所
の
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
事
前
に
連
絡
し
ま
す
。

闘
関
関
劇
劇
齢
働
働

中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
し
尿
処
理
場
)

で
は
、
ロ
月
白
日
幽
午
後
か
ら
1
月
7

日
幽
ま
で
の
問
、
整
備
を
か
ね
て
運
転

を
休
止
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
闘
魚
津
環
境
衛
生
の

し
尿
く
み
取
り
作
業
も
休
み
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ふん竹山
・尽
な
途
獄
絵
ι

悪
感
ど
一九

校
い
じ
P
い
じ
ド
い
じ
ド
於
rド
k
ゎ
R
Kい

年
末
は
、
特
に
し
尿
く
み
取
り
希
望

者
が
多
く
な
る
た
め
、
ロ
月
中
に
申
込

ま
れ
て
も
、
し
尿
を
計
画
処
理
し
て
い

ま
す
の
で
、
使
槽
に
余
裕
の
あ
る
世
帯

は
、

一
月
に
入
っ
て
か
ら
収
集
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
で
き
る
だ

け
早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
降
雪
等
に
よ
り
、
く
み
取
り
作
業

が
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
ら
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ω
く
み
取
り
車
の
車
幅
は
乗
用
車
よ

り
広
い
の
で
、
細
い
道
や
、
曲
り
角

の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
く
み
取
り
口
付
近
の
降
雪
に

つ
い
て
も
お
願
い
し
ま
す
。

-
し
尿
く
み
取
り
申
込
み
は

糊
魚
津
環
境
衛
生

宮
(⑫

3
3
3
1
へ
ど
う
ぞ
。

生
活
の
外
敵

ね
ず
み
を
退
治
し
よ
う

ロ
月
1
日
か
ら
ロ
月
お
日
ま
で
県
下

一
斉
に
第
一
期
ね
ず
み
駆
除
運
動
に
は

い
り
ま
す
。

ね
ず
み
は
餌
の
関
係
で
冬
期
は
屋
内

や
そ
の
近
く
に
住
み
つ
き
、
た
え
ず
食

物
を
求
め
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ね
ず
み
に
よ
る
被
害
は
数
多
く

特
に
家
具
、
調
度
品
、
家
の
壁
面
や
、

電
線
や
、
ガ
ス
管
ま
で
も
か
じ
り
不
測

の
災
害
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
伝
染
病
の
媒
介
等
、
衛
生
的

に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

ぺ-
J

守
ハサぜ(
j

'νVJ
‘

-

み
な
さ
ん
、
こ
の
よ
う
な
私
達
の
生

活
の
外
敵
ね
ず
み
を
一
斉
に
駆
除
し
ま

し
ょ
、
っ
。

-
駆
除
方
法
と
し
て

ωね
ず
み
か
ご
、
パ
チ
ン
コ
等
の
機
械

的
駆
除
法

ω殺
そ
剤
(
毒
餌
)
に
よ
る
化
学
的
駆

除
法
ωね
ず
み
の
生
活
か
ら
食
物
と
生
息
場

所
を
奪
う
こ
と
に
よ
り
、
駆
除
を
は

か
る
生
態
的
駆
除
法

こ
の
う
ち
、
手
軽
で
効
果
的
な
駆
除

方
法
は
、
殺
そ
剤
(
毒
餌
)
を
設
置
す
る

こ
と
で
す
。
そ
の
鉄
則
は
|
|

ωあ
ら
か
じ
め
餌
を
与
え
て
、
場
所
な

ら
し
す
る
こ
と
。

ω設
置
箇
所
を
な
る
べ
く
多
く
し
、
あ

ま
り
場
所
を
か
え
な
い
こ
と
。

ω餌
は
あ
ま
る
程
の
量
を
置
く
こ
と
。

。
注
意
。

殺
そ
剤
(
毒
餌
)
を
設
置
す
る

と
き
は
、
幼
児
、
こ
ど
も
の
手
の
と
ど

か
な
い
所
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

日
年
3
月
1
日
か
ら
3
月
白
日
ま
で

を
第
二
期
の
ね
ず
み
駆
除
運
動
の
実
施

期
間
と
し
ま
す
。

(8) 
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今
年
は
交
通
事
故
死
が
増
加
し
て
、
十
一
月
十
二
日
で
、
昨
年
の
交
通

事
故
死
者
八
十
二
人
を
突
破
す
る
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
、
か
け
が
え
の
な
い
人
命
を
奪
い
去
り
、
悲

惨
な
家
庭
を
作
り
ま
す
。
年
末
年
始
に
は
特
に
注
意
し
て
交
通
事
故
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の

交
通
安
全
県
民
運
動
を
実
施

十
二
月
一
日
か
ら
五
十
八
年
一
月
十

日
ま
で
の
問
、
北
陸
三
県
統
一
交
通
安

全
県
民
運
動
を
展
開
し
ま
す
か
ら
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
、
市
民
総
ぐ
る
み

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

O
飲
酒
運
転
の
追
放

師
走
に
入
る
と
、
何
か
と
忙
し
く
な

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
、
つ
い

不
注
意
に
な
り
が
ち
で
、
事
故
が
急
増

し
ま
す
。

特
に
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す

か
ら
、
飲
酒
運
転
を
し
な
い
よ
う
、
事

前
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

O
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
と
、
わ
き
見

運
転
の
追
放

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
、
わ
き
見

運
転
は
大
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
か

ら
、
特
に
注
意
し
て
規
則
を
守
り
ま
し

ょ、っ
。

O
冬
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

ω
積
雪
時
や
凍
結
時
に
は
特
に
路
上

で
の
駐
車
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

ω
除
排
雪
に
協
力
し
道
路
を
広
く
安

全
に
利
用
す
る
よ
う
つ
と
め
ま
し
さ
九

ω
冬
の
積
雪

・
凍
結
路
面
で
は
、
タ

イ
ヤ
の
グ
リ
ッ
プ
が
失
わ
れ
や
す
く
、

そ
れ
だ
け
に
事
故
発
生
の
危
険
性
が

増
大
し
ま
す
。
万
一
の
事
故
に
備
え

て
シ
l
卜
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
よ
う

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
よ
ほ
ど
の
事
故

で
な
い
限
リ
死
に
至
り
ま
せ
ん
し
、

負
傷
の
位
度
も
軽
く
て
消
み
ま
す
。

O
凍
結
道
路
で
の
事
故

凍
結
道
路
の
連
続
進
行
は
玉
突
き
追

突
が
大
変
多
く
発
生
し
ま
す
。
で
き
る

だ
け
車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
、
ス
ピ

ー
ド
を
ひ
か
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
見
と
う
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
、
急
な

下
り
坂
の
カ
ー
ブ
地
点
、
急
な
坂
道
な

ど
日
陰
や
橋
の
上
な
ど
は
十
分
に
減
速

す
る
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

十
二
月
一
日
か
ら
五
十
八
年
一
月
+
固
ま
で
の
問
、
防
犯
運
動
を
実
施

し
ま
す
。
安
全
な
明
る
い
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
各
地
区
の
年
末
特
別

警
戒
や
少
年
非
行
の
防
止
に
特
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

自
主
防
犯
活
動
と

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

年
末
年
始
は
と
か
く
大
金
を
特
ち
歩

く
機
会
の
多
い
季
節
で
す
。
毎
年
こ
の

時
期
に
な
り
ま
す
と
全
国
的
に
「
ひ
っ

た
く
り
」
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
ひ
っ

た
く
り
は
大
金
の
入
っ
た
あ
な
た
の
カ

バ
ン
や
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
を
路
地
の
か

げ
や
車
の
中
か
ら
ね
ら
っ
て
い
る
の
で

す
。

議ぽ坊犯
(枇司、rt"守.• -F.，'tf~ . t:¥-"付守〉

暗
い
と
こ
ろ
、
人
通
り
の
少
な
い
と

こ
、
銀
行

・
農
協

・
郵
便
局
な
ど
の
行

き
帰
り
に
は
特
に
危
険
で
す
。
ひ
っ
た

く
り
に
合
わ
な
い
よ
う
、
次
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

川
夜
間
は
明
る
く
人
通
り
の
多
い
所

を
通
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ω
無
灯
火
の
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、

車
な
ど
不
審
な
人
が
近
づ
い
た
時
は

特
に
用
心
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
大
金
を
持
ち
歩
く
と
き
は
、
は
だ

身
に
つ
け
周
囲
の
人
に
気
を
く
ば
り

な
る
べ
く
タ
ク
シ
ー
や
車
を
利
用
す

る
こ
と
。

凶
自
動
現
金
支
払
い
機
か
ら
現
金
を

ひ
き
出
す
と
き
は
、
周
囲
の
人
に
十

分
に
気
を
く
ば
り
ま
し
ょ
う
。

ω
万
一
に
備
え
一
一

O
番
ブ
ザ
!
な

ど
の
防
犯
ベ
ル
を
携
帯
し
て
く
だ
さ

い
。
万

一
、
自
動
車
の
ひ
っ
た
く
り

に
合
っ
た
時
は
、
ま
ず
車
の
ナ
ン
バ

ー
を
覚
え
て
お
い
て
、
す
ぐ
警
察
に

知
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ナ
ン
バ
ー
を
全
部
覚
え
ら
れ

な
い
時
は
「
下
の
二
ケ
タ
」
だ
け
で
も

覚
え
て
お
き
、
そ
の
場
で
な
に
か
に
書

き
と
め
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(9) 
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日
月
日
日
附
市
役
所
大
会
議
室
に

お
い
て
市
内
納
税
貯
蓄
組
合
長
一
九

O
名
参
加
の
も
と
感
謝
状
贈
呈
式
が

挙
行
さ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
納
税
思

想
の
高
揚
、
普
及
と
納
税
貯
蓄
組
合

の
円
滑
な
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
次
の

一
個
人
、
四
十
一
団
体
に
市
長
か
ら

感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
年
度
中
に
三
人
世
帯
以

上
で
年
間
を
通
じ
一
回
も
医
師
に
か

か
ら
ず
、
し
か
も
年
度
内
国
保
税
を

完
納
さ
れ
た
次
の
方
に
国
民
健
康
保

険
優
良
家
庭
と
し
て
表
彰
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

第
日
回
魚
津
市
農
業
祭
が
去
る
日
月

6
日
出
1
7
日
制
ま
で
、
市
農
協
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
農
林
産
物
品
評

会
の
出
品
数
も
昨
年
よ
り
大
幅
に
増
え

盛
り
上
が
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
穀
類
そ
の
他
の
部

優

等

大

豆

松

倉

H

か
の
品
り
西
布
施

一

等

米

松

倉

H

そ
γ
ソ
」
ノ
下
中
色
町

小
豆
松
倉

感
謝
状
贈
呈
者
氏
名
(
敬
称
略
)

。
幻
年
度
納
税
貯
蓄
功
労
者
(
個
人
)

東
山
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

伊

田

精

作

。
貯
年
度
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
(
団
体
)

明
理
区
納
税
貯
蓄
組
合

下
新
1
区
納
税
貯
蓄
組
合

坪
野
区
納
税
貯
蓄
組
合

。
同
年
度
(
単
年
度
)
市
税
納
期
内
納

付
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
(
団
体
)

金
屋
1
区
、
新
金
屋
2
区
、
東
小
路

区
、
下
新
1
区
、
明
理
区
、
新
道
区

新
町
1
区
、
新
宿
l
区
、
橋
場
区
、

八
代
区
、
紺
屋
区
、
上
町
1
区
、
住

。
そ
菜
の
部

優
等
は
く
さ
い
上
中
島

H

大
根
上
野
方

一
等
は
く
さ
い
上
中
色
町

H

大
根
下
中
島

H

キ
ャ
ベ
ツ
加
積

。
果
実
の
部

優
等
り
ん
ご
加
積
相
馬
佳
明

一
等
な
し
下
野
方
布
本
明
子

H

り
ん
ご
加
積
畠
山
恵
美
子

。
葉
た
ば
こ
の
部

優

等

上

中

島

一

等

加

積

H

上
中
島

。
林
産
物
の
部

優
等
し
い
た
け
下
中
色
町

一
等
杉
苗
西
布
施

石
倉
久
之
助

大
沢
一
男

谷
川
正
雄

高
三
昭
子

荒
地
与
一

石
倉
信
一

土
屋
政
雄

石
倉
久
之
助

高
慶
義
平

大
沢
正
雄

吉
町
区
、
三
ケ
1
区
、川
縁
l
区、

浅
生
区
、
上
野
区
、
升
田
区
、
有

山
区
、
小
菅
沼
区
、
坪
野
区
、
稗

白田区
、
北
山
区
、
観
音
堂
区
、
石

垣
平
区
、
石
垣
新
区
、
東
城
2
区、

島
尻
1
区、
黒
谷
1
区、
黒
谷
2
区

山
女
1
区
、山
女
2
区
、
大
菅
沼
区

村
木
ロ
区
、
入
船
区
、
地
方
1
区、

地
方
2
区
、
表
向
区
、
以
上
お
団
体

。
日
年
度
国
民
健
康
保
険
優
良
{
丞
挺

魚
津
市
新
金
屋
1
丁
目

5
!
日

朝
野
幸
吉

魚
津
市
文
化
町
3

|
訂

金
盛
宗
弘

魚
津
市
浅
生
1
3
0
4

若
島
正
三

魚
津
市
大
海
寺
野
1
1
9
6

石
田
清
松

。
生
活
改
善
の
部

優
等
ラ
イ
ス
シ
ュ

l
マ
イ

松

倉

稲

垣

和

子

雛
形
鷹
子

優
等

=
芭
す
は
ま
下
野
方
只
石
鈴
子

外
3
名

一
等
あ
ま
り
ご
は
ん
の
お
や
つ

上
中
島
溝
口
悦
子

一
等
ひ
き
肉
と
米
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

下
野
方
畠
田
啓
子

外
4
名

。
秋
冬
は
く
さ
い
ほ
場
品
評
会

優

等

上

中

島

石

倉

秀

雄

一

等

下

野

方

石

川

太

一

H

下
野
方
稲
盛
清
松

農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
請
受
付

ー
ー
ロ
月
間
日
か
ら
|

|

市
で
は
、
日
年
5
月
に
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
を
つ
く
っ
て
農
業
生
産
基

盤
の
整
備
や
、
農
村
生
活
環
境
の
整
備

等
計
画
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
が
、
農

地
を
所
有
し
て
い
る
方
で
や
む
を
得
ず

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

ー
、
農
地
転
用
基
準
に
合
致
し
て
い
る

こ
と
。
(
優
良
農
地
は
不
可
)

2
、
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
集
団
性

が
保
た
れ
る
こ
と
。
(
田
ぽ
の
真
中
は

不
可
)

3
、
土
地
改
良
事
業
な
ど
で
、
土
地
基

盤
整
備
を
計
画
中
の
も
の
や
生
存
施
中

の
も
の
又
は
完
了
し
た
農
地
で
な
い

こ
と
のな
お
農
用
地
か
ら
の
除
外
地
で
な

い
と
農
地
転
用
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
又
申
請
さ
れ
る

と
き
は
、
事
情
を
き
き
た
い
の
で
本

人
が
持
参
の
う
え
次
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
期
間
ロ
月
刊
日
1
1
月
刊
日

マ
と
こ
ろ
市
役
所
農
政
課

マ
添
付
書
類

川
申
請
地
の
土
地
登
記
簿
謄
本

ω申
請
地
の
付
近
見
取
図

ω建
物
等
の
配
置
計
画
図

ω申
請
地
の
公
図

同
土
地
改
良
区
の
同
意
書

附
そ
の
ほ
か
必
要
書
類

マ
申
請
用
紙
農
政
課
に
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
農
政
課

(
内
線

m番
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

。。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

O
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

一
O
O、
0
0
0円
匿

名

五、

0
0
0円

愛
知
県
一
富
市
大
栄
衣
料

二
八
、

O
一
一
円

黒
部
市
一
一
百
市
浜
元
邦
雄

O
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
備

品
購
入
費
と
し
て

三
O
、
0
0
0円

大
光
寺
一
七
四
千
四
羽
根
進

O
無
縁
仏
法
要
の
費
用
と
し
て

一五、

0
0
0円
匿

名
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景
気
の
低
迷
は
、
な
か
な
か
好
転
す

る
気
配
を
み
せ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
地

域
産
業
対
策
資
金
は
売
上
減
少
を
き
た

し
て
い
る
中
小
企
業
者
等
に
対
し
て
融

資
す
る
制
度
で
、
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。
マ
融
資
対
象
者

知
事
が
定
め
る
業
種
を
営
む
も
の
、

ま
た
は
当
該
業
種
に
属
す
る
事
業
者
と

密
接
な
関
連
を
も
つ
も
の
。

マ
業
種
知
事
が
定
め
る
業
種
は
、
土
木
工
事

業
(
水
道
施
設
工
事
業
に
限
る
。)
及
び

建
築
工
事
業
等
。

マ
認
定

最
近
1
年
間
(
特
別
の
場
合
、
3
か

月
間
)
の
売
上
高
が
、
前
年
同
期
に
比

べ
叩
%
以
上
減
少
し
て
い
る
も
の
、
ま

た
は
最
近
時
決
算
に
お
け
る
経
常
損
益

が
欠
損
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
市
長

ま
た
は
商
工
会
議
所
会
頭
の
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

マ
融
資
条
件

資
金
使
途

限

度

額

利

率

融
資
期
間

運
転
資
金

二
千
万
円

年
目
%

5
年
以
内

(
う
ち
1
年

以
内
の
据
置
)

指
定
業
種
は
、
多
数
あ
り
ま
す
の
で

商
工
観
光
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

最低賃金を守りましょう.グ
単{〆立、 最低賃金額

最低賃金名 時間額 実施日
円、J 日額 (Zgg) 
富山県最 低 賃 金 3，081 386 57.10. 4から

木材 ・木製 品 ・家具 ・

装備品等製製造業 〈運動 3，520 440 57.11.28ヵ、ら
競技用具造業〔木製
のものに限る〕を含む〉

食料 品 製造業 3，431 429 57.11.27から

パルプ ・紙 ・紙加工品
3，539 443 

57.12.12ヵ、ら
製造業 〈予定〉

出版・印制 ・同関連産業 3，590 449 
57.12.12から
〈予定〉

卸 売業 ・小 売 業 3，323 416 56.12.24から

E金属製等i及車ぴ自i 
機械 ・金属製造

3，453 432 57. 2.10から
等製造業

電気機械器具製
3，115 390 57. 2.10から

造業

自動車整備業 〈道路運
送事柄法第77粂の自動 3，380 423 57. 2.10から
草分解M備事業を含む〉

繊維産業 くただし、メ
リヤス製訂1縫製業また

3，114 390 
は婦人 ・子供}]Ii製造業

に任係力る;業務に従事する
57. 2. 3ヵ、ら

労 者については下段
3，047 381 

の金制が適用されます。

I

l

-

-

改

定

審

議

中

青
少
年
が
心
身
と
も
に

た
く
ま
し
く
、
社
会
に
役

立
つ
人
間
に
成
長
す
る
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の

願
い
で
す
。

そ
こ
で
、
お
互
い
に
次

の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ、っ。-R何で
も
話
し
合
え
る
あ

た
た
か
い
家
庭
に
し
ま

『
し
ト
晶
、
「
J

。

・
家
庭
は
安
ら
ぎ
の
場
で

あ
り
た
い
も
の
で
す
0

.
子
供
の
人
格
を
認
め
、

押
し
つ
け
的
態
度
や
過

保
護
、
放
任
は
さ
け
ま

し
ょ
う
。

・
家
庭
で
の
役
割
分
担
を

決
め
、
働
く
こ
と
の
楽

し
さ
、
尊
さ
を
教
え
ま

I
l
l
1
11
1

1
レよ、っ
。

-
何
で
も
話
し
合
え
る
親
子
の
信
頼
関

係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ぞ雪
「
お
と
う
さ
ん
に一一一言」

あ
な
た
の
真
剣
に
働
く
姿
そ
の
も
の

が
無
言
の
う
ち
に
、
子
供
を
教
育
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
の
、
低
い
力
の
あ
る

声
が
、
子
供
に
、
秩
序

・
勇
気

・
根
性

を
教
え
ま
す
。
あ
な
た
は
、
遊
び
ゃ
ス

ポ
ー
ツ
で
、
子
供
の
心
に
ふ
れ
、
体
力

を
つ
く
り
ま
す
。

「
お
か
あ
さ
ん
に一言
」

あ
な
た
の
、
言
動
の
す
べ
て
が
、
い

つ
の
ま
に
か
子
供
を
感
化
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
や
さ
し
い
声
が
、
子
供
に
愛

情

・
協
力
を
教
え
ま
す
。
あ
な
た
は
、

だ
れ
よ
り
も
、
子
供
の
素
質
や
個
性
を

理
解
し
て
い
ま
す
。

。
子
供
が
出
す
警
戒
警
報
0

.
体
を
動
か
す
の
を

お
っ
く
う
が
る
。

・
表
情
が
と
ぼ
し
く
、
反
応
が
な
い
0

.
筋
道
だ
っ
た
話
が
で
き
な
い
。

-
し
か
ら
れ
る
と
ふ
て
く
さ
れ
て
す
ね
る
0

.
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

だ
だ
を
こ
ね
る
0

・
自
分
の
誤
ち
ゃ
失
敗
を

他
人
の
せ
い
に
す
る
0

.
さ
さ
い
な
苦
痛
を

大
げ
さ
に
言
っ
て

自
分
を
甘
や
か
す
0

.
弱
い
も
の
を
い
じ
め
る
。

-
寒
く
な
る
と
す
ぐ
学
校
を
休
み
た
が
る
0

・
お
金
を、

よ
く
ほ
し
が
る
。

ο
 

工
業
統
計
調
査
にご
協
力
を

通
産
省
が
毎
年
ロ
月
白
日
現
在
で

製
造
業
を
営
む
全
事
業
所
の
み
な
さ

ん
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
の
調
査
は
、

我
が
国
の
工
業
行
政
を
進
め
る
上
で

最
も
大
切
な
調
査
で
す
。
ま
た
同
時

に
、
近
年
の
厳
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

に
処
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
構
造
統
計
調
査
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
年
末

・
年
始
の
多
忙
な

時
期
に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
が
、
調

査
員
が
お
伺
い
し
た
時
は
、
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(11) 
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国
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

前
年
に
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
と
き
に
、

社
会
保
険
料
と
し
て
前
年
の
所
得
か
ら

全
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

納
め
ら
れ
た
あ
な
た
自
身
の
保
険
料

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
族
の
た
め
に

納
め
た
分
に
つ
い
て
も
、
そ
の
全
額
が

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
課
税
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

日
年
1
年
間
の
保
険
料
は
、

E二二コ

三ムそ

戸斤得

定
額
だ
け
の
方
六

O
、
四
八

O
円

一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
三
か
月

分
は
、
月
額
四
、
五

O
O円

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
九
か

月
分
は
、
月
額
五
、
二
二

O
円

付
加
納
付
の
方
六
五
、
ニ
八

O
円

一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
三
か
月

分
は
、
月
額
四
、
九
O
O円

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
九
か

月
分
は
、
月
額
五
、
六
二

O
円

と
な
り
ま
す
。

1
年
分
を
前
納
さ
れ
た
方
は
、
前
記

の
金
額
と
は
違
い
ま
す
か
ら
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
は
、
何

回
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
の
繰
り
上
げ

請
求
は
よ
く
考
え
て

|
減
額
は
生
涯
続
く
|

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢

年
金
は
、
白
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
条
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
、

ω歳
か
ら
似
歳
ま
で

の
聞
な
ら
、
い
つ
で
も
、
希
望
す
る
と

き
か
ら
繰
り
上
げ
で
支
給
を
受
け
る
道

が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
そ
の
年
金
額
は
、
本
来
的

歳
か
ら
受
け
る
鋲
に
く
ら
べ
て
最
低
日

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
最
高
位
パ
ー
セ
ン
ト

も
減
額
さ
れ
ま
す
。
そ
の
減
額
は
生
涯

続
き
ま
す
し
、

一
た
ん
繰
り
上
げ
支
給

を
希
望
す
る
と
取
り
消
し
は
で
き
ま
せ

ん
か
ら
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

繰上げ減額率

受給時の年齢 65制歳で受対すけるべ倒き率年
金に る減

60歳以上61歳未満 0.42 

61歳 11 62歳月 o . 35 
62歳 11 63歳 11 0.28 

63歳 11 64歳 11 o . 20 
64歳 11 65歳 11 o . 1 1 

(12) 

こん芯ときは、この窟出

i出j20i歳ZAZ になったとき
資格取得の届 や 杜をやめ厚き生

年金をぬけたと

資格取得の サラリーマンの力輿IJさ

申出書
すんなどが希望で 入
るとき

会社などに年勤めはじ
資格喪失の届 めて、 厚と生き 令に力11

入した

資格喪失の 希望して加7入した人

申出書
が、つごでやめた
いとき

保険料納付 生険料活きが苦納しくて 保-

免除の申請書
と がめられない

保険料納付 生活扶助などをうけ

免除の該当届 るようになったとき

住所(氏名) 住所や氏名が変わっ
変更の届 たとき

給 付 の 年金や一時金をうけ

裁定請求書 ょうとするとき

過
去
に
免
除
を
う
け
た

期
間
は
追
納
で
き
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
他
の
公
的

年
金
制
度
に
は
な
い
免
除
と
い
う
し
く

み
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
免
除

に
な
っ
た
期
間
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

き
ま
す
と
、
将
来
、
年
を
と
っ
て
受
け

る
年
金
は
、
ふ
つ
う
の
人
の

3
分
の
l

に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
こ
う
い
っ
た
不
利
益
を

解
消
す
る
た
め
に
追
納
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
追
納
す
れ
ば
、
ふ
つ
う

の
人
と
同
じ
よ
う
に
満
額
の
年
金
が
う

け
ら
れ
ま
す
。

追

納

衰

昭

U
・
7
l
昭
特

・
ロ

刀
口

Q
d

・l
t
l
刀
口

Q
d
.

つ』

円

ロ

泊

且

τ

白

司

n
u
A性

市
i

N
口

0
・
l
l
召

1
・
3

H

5

.一
日

5

:

N口
1
.
L
l
N口
2
・
3

H

5

4

日

5

;

刀
口

2
.
4
1刀
口

3・

3

日

5

4

H

5

:

N
口

3
.
L
l刀
口

4
・
3

H

5

4

日

5

:

白

4
.
4
l
包

5
・
3

日

5

4

日

5

:

刀
口

5
.
L
l刀
口

6
・
3

H

5

4

日

5

:

白

6
.
4
l
n口
7
・
3

U
H
E
d

d

u
μ
E
d

句

、

一
か
月

に
つ
き

1
 
1
 

五
五
口
同

九
C
D同

一、
一C
C
同

一
、
四
口
{
)
円

二
、
ニ
ロ
ロ
問

ニ
、
七
三
(
)
同

一午、=一C
O同

=一、七止占問

回、

き
口
問

11 11 H 11 11 11 11 

こ
の
追
納
は
、
免
除
を
、
つ
け
た
期
聞

か
ら
叩
年
以
内
(
現
在
昭
和
町
年
ロ
月

で
す
の
で
、
昭
和
U
年
ロ
月
分
以
降
)

で
あ
れ
ば
、
そ
の
当
時
の
保
険
料
額
で

納
め
ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
の
国
民
年
金

係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

57年度保険料第3期分
(10、11、12月分)の納期

は12月25日です。納め

忘れのないよう今一度

確かめてください。

年ね

‘後老 ん
金 んき

なにで標語
い不
く安

し I~ "l 

a←←←←←←←一一一_.
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
た

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
月
は
飲
酒
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
む

.
飲
酒

日
本
の
成
人
男
子
の
初
%
は
何
ら
か

の
形
で
お
酒
を
飲
ん
で
お
り
、
最
近
は

女
性
の
飲
酒
も
多
く
な
っ
て
、
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
も
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
節
度
あ
る
お
酒
は
妙
薬
と

い
い
ま
す
が
、
飲
み
す
ぎ
る
と
急
性
ア

的
い
て
い

ル
コ
ー
ル
中
毒
(
酷
町
)
二
日
酔
で
な

さ
け
な
い
思
い
を
し
て
、

「
も
う
飲
む
ま

い
」
な
ど
と
思
う
の
で
す
。
し
か
し
、
そ

う
や
っ
て
飲
み
つ
づ
け
て
い
る
う
ち
、

毎
日
ア
ル
コ
ー
ル
な
し
で
は
い
ら
れ
な

い
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
の
に
は
、
性
格

や
家
庭
、
仕
事
な
ど
が
関
係
し
て
い
ま

す
。
患
者
を
も
っ
家
族
の
苦
し
み
も
大

変
な
も
の
で
す
が
、
家
庭
の
中
で
こ
の

よ
う
な
状
態
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
原

因
は
な
い
か
反
省
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
早
期
に
専
門
医
に
相
談
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
が
、
薬
だ
け
で
は
治
療
は

で
き
ま
せ
ん
。
本
人
の
自
覚
と
悩
み
を

共
に
す
る
患
者
同
士
や
家
放
の
人
達
の

助
け
合
い
、
は
げ
ま
し
合
い
が
ぜ
ひ
必

要
で
す
。

画
ア
ル
コ
ー
ル
と
体
の
病
気

お
桝
の
飲
み
す
ぎ
は
精
神
に
与
え
る

影
響
だ
け
で
は
な
く
、
心
臓
病
や
胃
潰

場
、
脂
肪
肝

(
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝

炎
)、
さ
ら
に
は
肝
硬
変
な
ど
の
病
気
を

ひ
き
起
し
ま
す
。

酒
一
王
一
手
曾
万
一

⑨

(

⑧

⑧

{

 

・
酒
は
心
楽
し
く
落
ち
着
い
た
気
分
で

ゆ
っ
く
り
飲
む
0

・
酒
量
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

-
毎
日
続
け
て
飲
ま
な
い
。

H

週
に
2
日
は
酒
な
し
日
を
0

・
強
い
酒
は
薄
め
て
飲
む
。

酒
の
種
類
は
だ
い
た
い
決
め
て
お
く
0

・
酒
の
サ
カ
ナ
を
十
分
に
と
る
。

-
酒
を
飲
ん
だ
と
き
は
、
そ
の
カ
ロ
リ

ー
分
だ
け
炭
水
化
物
の
摂
取
量
を
減

ら
す
日
本
酒
一
合

(m
M
)は
米
飯
軽
く
一

杯
分
に
相
当
す
る
。

-
マ
イ
ペ
ー
ス
と
ユ
ア
ペ
ー
ス
を
大
切

位
月
の
健
康
管
理

V
年
末
年
始
の
飲
酒
対
策

月
忘
年
会
と
い
う
名
目
の
飲
酒
会
を

V

や
め
ろ
な
ど
と
や
ほ
な
こ
と
は
い
い

門
た
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仕
事
や
正
月

V

迎
え
の
準
備
で
公
私
と
も
忙
し
い
と

月
き
に
、
む
ち
ゃ
な
飲
み
方
を
す
る
と
か

v

ら
だ
を
こ
わ
し
ま
す
。
じ
よ
う
ず
な

〔
飲
み
方
だ
け
は
心
が
け
て
く
だ
さ
い
o

v

ア
ル
コ
ー
ル
は
木
戸
ご
め
ん、

胃
や

内
小
腸
か
ら
も
直
接
吸
収
さ
れ
、
允
エ版

V

時
だ
と
二
時
間
も
す
る
う
ち
に
す
っ

円
か
り
吸
収
し
つ
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま

叫
す
。
必
ず
楢
の
サ
カ
ナ
を
と
り
な
が
ら

一
飲
み
ま
し
ょ
う
。
チ
ー
ズ
、
卵
、
肉
、

立

?
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
、
野
菜
、
レ
モ
ン

酒
の
無
理
強
い
を
し
な
い
。

-
未
成
年
者
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
酒
を
す

す
め
な
い
。

マ
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

マ
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

マ
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い

1 ー
重
度
身
体
障
害
者
住
宅

改
善
費
の
助
成
制
度
l

歩
け
な
い
、
起
き
あ
が
れ
な
い
な

ど
の
重
度
の
身
体
障
害
者
に
は
、
家

庭
で
の
生
活
に
も
大
き
な
制
限
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
少
し
で
も
軽
減
す

る
た
め
、
県
と
市
で
は
、
和
式
ト
イ

レ
を
洋
式
ト
イ
レ
に
し
た
り
お
風
呂
τ

を
改
善
す
る
等
の
住
宅
の
改
善
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
御

希
望
の
方
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課

(宮
②
2
2
0
0
、
内
線
2
2
0
)

ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

寸じ
-吉ロ

対
象
者
身
障
手
帳
1
・
2
級
の
し

体
不
自
由
者
で
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
の
方
。

助
成
限
度
額
お
万
円

ー
老
人
居
室
整
備
資
金
の

貸
付
制
度
|

ω歳
以
上
の
方
の
た
め
の
専
用
居

室
を
つ
く
ろ
う
と
お
考
え
の
方
に
。

市
で
は
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
低

利
で
貸
付
け
て
い
ま
す
。

条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
気

軽
に
市
社
会
福
祉
課
ま
で
御
相
談
く

一
だ
さ
い
。
己

止

ニ
=
口

一
貸
付
限
度
額
卯
万
円

…一
利

率

年

5
パ
ー
セ
ン
ト

O

F
1
1
1
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
L
似
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ヌ?
据

一んいいん
冬
一に
鍛
え
る
トレしん

教
育
委
員
会
及
び
体
育
協
会
で
は
、

特
に
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
冬
期
間

に
多
種
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
メ
ニ
ュ
ー
を

計
画
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
時
季
に
こ
そ
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
通
じ
、
身
心
と
も
に
鍛
え
、
冬
将

軍
に
敗
け
な
い
、
楽
し
い
毎
日
を
お
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
各
層
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。総

合
体
育
館
の

休
館
に
つ
い
て

年
末

・
年
始
は
次
の
よ
う
に
特

別
休
館
し
ま
す
。

ロ
月
mu
日
附
j

1
月
3
日
間

た
だ
し
、
お
日

ω、
体
育
館
は

午
後
5
時
に
閉
館
、
温
水
プ
ー
ル

は
午
前
日
時
開
館
、
午
後
5
時
に

閉
館
し
ま
す
。
な
お
、
日
月
げ
日

附
1
3
月
白
日
附
ま
で
、
幼
児
用

プ
ー
ル
を
休
止
し
ま
す
。

マ
学
校
体
育
施
設
開
放
の
休
止

年
末

・
年
始
の
学
校
体
育
施
設

開
放
は
次
の
期
間
休
止
し
ま
す
。

ロ
月
お
日

ω11月
4
日

ωま
で

V
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ント 司民T 会サカツ 市民サ
会役 離会スキl市民体背大 会 球市民卓大

競会技 体県ス
大

ぷヱ』ス

大iコン~、 -ドご4 大|ロン キ
名

AM (11)月2 AM (I-I) 2 AM (11) 2 AM (11) 1 (:1:) (.+;) 1 と

時91 1月日3 時9i 月日6 H9寺 3月0 
1月

時912日7 2220 
き1 日 日日

上生以学中 般全 般全 般全 般全 民県 対象

館 韓合体育 館 総合体育
場i大谷

館合舵体育 士キ易l粟巣型T
と

ス
」ー，

キ ス ろ

V
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

水
f教室"*ニジユ

ヂス
教釜 市民

教室ン パンミド 市嘩民阜
教

771< テキ

教
ス| ス 室

体ア 会ト ノツて キ
室

名

日 I 1 PM臼 1月2 2 泊281月3 第= 月2二第
2月13-第回
PM日 I1月2 と

ま 3 月
1月3 で月 13 H2寺 6 月3 5 日 5 回 11回 H7寺 8 月2 8 

き27日 1回 26日 日 ~ 1 日 日 日 1回 9 日

子税生小学 生小学 骨全量 婦人 1年:1:般ー 般全 般全 年~:1:婦人般-ì年~r 対象

プルl室水向温 館 総合体育
場|大谷

fスキ易l志賀高原

スわ
場!大谷

館 合体韓育
と

ス 場キ|平ぴら ス
」ー，

キ キ ろ

|第3期|

水
生泳
徒教
募室
集

お

m
プ
l
ル
の
中
に

幼
児
コ
ー
ナ
ー
完
成

冬
の
問
こ
そ
、
水
泳
技
術
を
身
に
つ

け
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
/

第
3
期
の
水
泳
教
室
を
別
表
の
よ
う

に
開
講
し
ま
す
。
各
コ
ー
ス
と
も
、
毎

週
一
回
の
計
叩
回
で
す
。
す
べ
て
初
心

者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

V
申
込
み
方
法

A
、
B
、
C
各
教
室
と
も
次
の
要
領

で
ロ
月
中
に
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

C
教
室
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
抽
選

も
れ
の
児
童
を
優
先
し
、
残
り
の
定
員

を
抽
選
で
決
め
ま
す
。
(
な
お
、
い
づ
れ

の
場
合
も
、
市
内
在
住
者
を
優
先
し
ま

す
。)
た
だ
し
、
前
回
、
抽
選
も
れ
の
児

童
も
改
め
て
申
込
ま
な
け
れ
ば
、
棄
権

さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

ハ
ガ
キ
に
宛
名
1
魚
津
市
本
江
三
三

二
市
総
合
体
育
館
内
水
泳
教
室
係

ま
で
。
裏
面
に

i
水
泳
教
室
参
加
申
込

み
書
、

@
教
室
名

@
氏
名

@
生
年

月
日

O
住
所

@
電
話
番
号

@

学

校
名

@

学
年

@

保
護
者
名

V
抽
せ
ん
会

マ

と

き

1
月
7
日
刷
即
日
時
1

マ
と
こ
ろ
総
合
体
育
館
E
n
l
1
2
6
3
 

V
受
講
料

マ
大
人
一

、
六
八

O
円

マ
小
人
一

、
三
四

O
円

(
受
講
料
は
、
申
込
料
一
、

0
0
0円

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
1
大
人
六
八

O

円
、
小
人
三
四

O
円
で
す
。)
入
館
料
は

含
み
ま
せ
ん
。

C B A 教

教室 教室 教室
室
名

小学生 婦人 子親 婦人 子親
対
象

100 50 20 数人

(1ミ1) 闘 [湘 11M 

10: 00 18: 30 15: 30 と
Jレ Jレ Jレ
11: 00 19: 30 16: 30 き

16 1 7 1 13 1 霊l式i能}~ 
日月 日月 日月

い
づ
れ
も
市
内
在
住
者
優
先
と
し
ま

す
。市

民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
自
主

市

民

車

球

教

室

f
t
t

マ
と

ロ
月
8
日

・
日
日

-n日

1
月
ロ
日
・
四
日
・
初
日

2
月
2
日

・
9
日

毎
週
水
曜
日

8
回

午
後
7
時
i
9
時

総
合
体
育
館

き

マ
と
こ
ろ

、、E
，，，
，
s
“
 
.
 

•••••• 
f
1
1
 

マ
対
象
者
青
年
・
一
般
・
婦
人
・
壮

年O
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

二、

0
0
0円

。
卓
球
の
部
一、

0
0
0円

(
な
お
、
受
講
料
は
、
傷
害

保
険
料

・
シ
ャ
ト
ル

・
ボ

ー
ル
代
で
す
。
入
館
料
は

含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
)

ロ
月
8
日
附
ま
で
総
合
体

育
館
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

岱

辺
1
1
2
6
3

ラ
ケ
ッ
ト
は
各
自
で
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
受
講
料

マ
申
込
み

マ
そ
の
他

ロ
月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

25 12 5 と
日 日 日
(:I:) (11) (11) き

二ン1体迎醐中会ト広 ポ2トlレ椅子EJa t 4道昇組審査会i'iIJ 会村会球大オ区卓也〈

q，. 

司王

会講習グ レ 合言式ケス 名
、ソ

蛇合体喜 瞳合韓体育 蛇毒草堂誹村宇佐木
と

ろ
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本
と
の
出
会
い
、
ゆ
た
か
な
人
生
:
・
⑨

新
刊
書
の
ご
案
内

{
一

般

書
】

プ
ロ
レ
ス
を
叩
倍
楽
し
く
見
る
方
法

A
-
ブ
ッ
チ
ヤ
|

青

春

そ

し

て

音

楽

原

辰

徳

暮
し
を
豊
か
に
す
る
加
の
智
恵
新
田
明
江

あ
あ
親
を
ケ
ト
ぱ
す
日

青

島

美

幸

目
で
見
る
子
ど
も
作
法

前
固
ま
す
み

こ
の
夢
を
こ
ニ
ろ
に

加
山
雄
三

あ
な
た
の
運
を
3
倍
よ
く
す
る
本

藤
田
小
乙
姫

加
藤
美
希
雄

佐

藤

民

生

西
谷
好
一

村
上
清

・
他

熟
年
を
強
く
楽
し
く

国
鉄
ま
る
ま
る
活
用
法

土
づ
く
り
と
肥
料

あ
な
た
の
年
金
プ
ラ
ン

【文
学

・
小
説
}

女
の
人
差
し
指

向
田
邦
子

お
は
よ
う
交
遊
録

浜

畑

賢

吉

男
の
感
情
教
育

諸

井

薫

タ
テ
マ
エ
だ
ら
け
の
世
の
中
で
二
枚
舌

使
わ
ぬ
男
の
意
地

藤
本
義
一

っ
か
へ
い
腹
黒
日
記

っ
か
こ
う
へ
い

裸
足
の
シ
ン
デ
レ
ラ
|
名
作
の
中
の
女

年
末
年
始

休
館
の
ご
案
内

年
末
ロ
月
お
日

ωか
ら

年

始

日

年
1
月
4
日

ωま
で

5
日
か
ら
開
館
い
た
し
ま
す
。

た
ち
l

木
村

マ
ブ
ゼ
共
和
国
建
国
由
来
記北
杜

夫

こ
こ
に
紹
介
し
た
本
は
、
新
刊
書
の

一
部
で
す
。
新
し
い
本
は
、

ま
だ
た
く

さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
手
に
と
っ
て
、
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
3
冊
2
週
間

で
、
無
料
で
す
。

一寸
l
l
i
l
l
i
t
-
-
l
l
l
J

一
ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座

一

=

一

一

一

台

と

き

ロ

月
4
日

出

一

一

一一

一

午

後

l
時
初
分
か
ら

一

言

講

師

友

尾

豊

先

生

一

一

(

洗

足

学

園

魚

津

短

期

大

一

一

学

専

任
講
師
)

一

一
公
演
題
「
越
路
の
文
学
」
一

一
川
柳
教
室
開
催
の
お
し
三

一
会
と
き
ロ
月
日
日
出

一

一一一
一

午
後
1
時
却
分
か
ら

一

一

午
後
4
時

ま

で

=

一一一一会
課

題

「走
る
」
「
雑
詠
」
一

一

二

句

づ

っ

一

一一一
一
台

講

師

木

村

時

次

郎

先

生

一

一一い
ず

れ

も

一

一一一一女
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館
一

一一

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一

一「
!
i
l
i
-
-
lぃ
i
l
e
i
-
-し一

ニ
ど
も
の
へ
や

ロ
月
の
お
知
ら
せ

治
美

-Rみん
な
い
っ
し
ょ
に
/

6
日
開
お
は
な
し

3
じ
初
ぷ
ん
1
4
じ

食
ニ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

初
日
開
え
い
が
・
ゲ
l
ム
・
ク

イ
ズ
な
ど
な
ど
---

V

3

じ
i
4
じ
初
ぷ
ん

…
い
ず
れ
も
、
と
し
よ
か
ん
視
聴
覚

…
室
で
。

みんなの

図書館
市民会館となり

魚津市下材木町

宮22-0462
開館時間
9時30分ー18時
こどもの4や
13時-17時

土崎町時30分-H鴻

休館日
日曜・月末・祝日
秩耳目10日間

グ
子
ど
も
の
広
場
4

ヘ
集
合
H
U

一
-
足
跡
と
児
童
セ
ン
タ
ー
一

告
⑮
2
4
0
2

北日前本10放送 曜富日 山テレビ
木曜日午 : 25-10: 30 日 午前 7・25-7:30 

ご存じですか? そのときあなたは?
-防災ミニ百科一 ーくら しの中の防災一

12月
大火(酒の田恐大ろ火しのさ場合)

12月 表示表マークの
2日 5日 公制度を活かそう

12月 第一位 12月
ー火そ災れぞをれの防場所ぐでにの防は火点検ー98 タバコの不始末 12日

12月
煙のこわさ

12月
一火日災頃かをら消防火用ぐ具にのチはェックを一16日 19日

12月
放火にご用心

12月 年末 ・年始は
23日 26日 特に火の用心ノ

12月 思原い因がけない火事の 1月
一火消事防.1機あ関わへ早て期ず通に報一30日 9日

1月 レンジャ一部t舌隊 1月
一火老事人/・子あ供わに注て意ずしにて一6日 躍する 16日

1月 ご用心結 / 1月
恐ろしい豪雪被害

13日 死に びっく火事 23日

1月
文化財の防火デー

1月
ー雪あ害なへたのの家対は応大丈策夫?一20日 30日

1月 大 雪 の被害
27日

テレビによる防災キャンベーン
セ
ン
タ
ー
の
広
場
に
ア
l
ベ
ン
チ
ャ

ー
ト
リ
ム
と
シ
ー
ソ
ー
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
北
風
に
負
け
ず
、
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う
。

(
写
真
)

ー
ロ
月
の
お
知
ら
せ
|

〔
工
作
の
日
〕

ωi附
2
時
1
5
時

〔
一
輪
車
教
室
〕

附
3
時
1
5
時

〔
も
ち
つ
き
〕
日
目
的
1
時
初
分
i

み
ん
な
で
つ
く
っ
て
食
べ
ま
す
。

〔
体
力
測
定
〕
ロ
日
同
2
時
1

〔
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
上
達
調
べ
〕

日
日
出
2
時
1

〔
映
画
会
〕

凶
日
岡
山
時
初
分
1

「北
風
と
太
陽
」

「ア
リ
と
ハ
ト
」

〔
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ
〕

お
日
出
1
時
初
分
i

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
や
映
画
、

ゲ
l
ム
な
ど
を
し
ま
す
。
参
加
希

望
者
は
5
日
ま
で
に
費
用
問
円
を

そ
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

|
1
月
の
お
知
ら
せ
|

〔
お
正
月
会
〕

5
日
附
2
時
1

カ
ル
タ
や
ト
ラ
ン
プ
な
ど
を
し
ま

す
。

〔
映
画
会
〕

9
日
岡
山
時
初
分
1

「ピ
l
タ
!
と
オ
オ
カ
ミ
」

「さ
る
む
こ
ど
ん
」

〔
将
棋
大
会
〕
お
日
制
2
時
l

申
し
込
み
は
初
日
ま
で
。

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日

・
国
民
の
祝
日

・
年

末
・
年
始

(ロ
月
鈎
日
1
1
月
3

日
)

。。
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保健だより(12月〉
ロ
月
の
休
日
診
療
医

問い合わせは岱22-2200C内線 231)
ロ
日
一川

ロ
月

一0
一
知
山
神
科
サ

5
日

-O
一
ナ
ト
リ
ウ
ム

浦
田
病
院

19 
日

(11) 

26 
日

(11) 

m日一
附

耐火口
医
院

i
j
i
i
 

刊し休
砂
防

江
崎
医
院

初
日
一

ω一一
院
内
科

附
屋
医
院

訂
日
一
附

1
月
一j
一
〈
魚
津
〉
紘

1
日
一日一

ケ
丘
病
院

羽
田
医
院

2
日一
川

3
日一
川
一
平
井
医
院

512 
日月

(11) 

12 
日

(11) 

19 
日

(11) 

初
日
一
川

初
日
一
附

出
日
一
樹

日
間
一

ω

2
日
一
川

3
日
一川

竹
島
歯
科

医
院
奥
村
歯
科

医
院
稲
場
歯
科

医
院
北
山
歯
科

医
院
小
倉
歯
科

医
院
田
中
歯
科

医
院
渡
辺
歯
科

医
院
女
川
歯
科

医
院
平
井
歯
科

医
院

江

口

宮

@
3
4
8
6

本

江
宮

@
5
0
5
4

友

道官

@
1
3
5
5

下
村
木
町

宮
②
3
2
1
0

浜
一
杭
回

宮

@
5
0
5
2

火
の
古
町

宮

@
1
7
4
8

釘
弘

中日
一

;

i
 

g
@
0
4
9
0
 

大
光
寺

宮

@
1
5
6
7

新
金
屋

宮

@
0
6
4
2

末
広
町
宮
②
0
8
8
8

本
江
新
町

宮

@
5
3
3
8

古

島宮

@
5
7
5
7

文
化
町

宮

@
0
2
4
3

黒
部
市
三
日
市

宮

0
7
6
5
@
3
2
2
5

黒
部
市
三
日
市

宮

0
7
6
5
⑪
0
4
1
8

黒
部
市
生
地
町

宮

0
7
6
5
@
8
0
4
0

脱出
部
市
三
日
市

宮

0
7
6
5
@
0
1
6
4

黒
部
市
三
日
市

含

0
7
6
5
@
3
3
7
8

黒
部
市
東
三
日
市

宮

0
7
6
5
@
0
1
6
7

※診療時間は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

。。

内 壬'*'ヨF 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

3か月児健診 3か月児
12月 9日(本)

13 : 00 -14 : 00 
12月25日(本)

8か月児健診 8か月児
12月 3日ω

9:00-10:00 
1月 7日幽

1歳 6か月児健診 56年 5月生れの幼児 12月17日倒 13: 00-14: 00 
魚津保健所

3歳児健診
54.11.16-11.30生れの幼児 12月 1日ヤド)

13 : 00 -14 : 00 
54.12.1-12.15生れの幼児 12月15日ヤド)

母 親 学 級 妊婦とその家族 12月10日倒 9:00-16: 00 .._------------------ーー"ーーーーー.
母親学級は畳食をご

持参くださし、。
歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 12月24日倒 9:00-12:00 

心の健康相談 一般市民 12月21日(刈 13 : 30 -15 : 00 

健 康 相 吾員火火 一般市民
12月21日(刈 13 : 00 -15 : 00 魚津市役所保健室 血圧iWJ定 ・検尿 ・心

12月20日(1]) 10:00-15:00 松倉生活改善センター 電図 ・診察

12月13日(1]) 片貝公民館

胃 検 き開会タ 一般市民 12月15日ヤK) 9:00-10:00 
加積公民館

料金一一一ー 1，200円

12月20日(月)

婦 人 検 曇回今グ 一般市民
12月15日やK)

13: 00-14: 00 加梢公民館 料金………・ 1，050円
12月20日(1])

字し 房 検 霊同会タ 一般市民
12月15日ヤド)

13 : 00 -14 : 00 加政公民館 料金一一ーーー 1，100円
12月20日(1])

毎週月眼目 10: 00 -11 : 30 道下公民館

毎週月 ・木曜日 9: 30-11 :00 経団福祉会館
体操の出来る服装の

健 康 体 操 一般市民 毎週月 ・木曜日 本江公民館

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館
用意をl.y.fい、ます。

毎週木曜日 大町公民館

• 3歳 -5歳児で施 13 : 30 -14 : 00 -イ本iM!.'ま白:乞で計ーって

設等へ入っていな 第 2回接種 きてく fごさし、。
-母子他牒手l阪 ・I=IJか

イ
し、幼児。(保育園、 12月 2日(本) 大町小学校 んを持参ください

幼稚園児は各国で ※守二IS;JH安.H(を'受ける i1ii

予 接種します)。
坪野 小 学校 に、次の禁忌"J'~ J1'iに

ン 11 12月 6日(1']) 上中島ノj、学校 該当する場合、今回
• 15歳以上、高校 ・

月 西布施小学校
接航できません。
@ 発熱、または心臓、

フ 一般。 なお、この
じん目峰、肝臓疾忠な

防
注射は 1-4週間

第 12月 7日(火)
住 吉 小学校 どのために治療して

Jレ の間隔で2回接種。 経団小学校 L、る "}'j

1 @ 抱卵、地肉をたべて
それぞれ該当地区 村木小学校 発しんがでたり、下痢

エ の小学校で受けて 回 12月 8 日ヤド)
上野方小学校 をしたことのある"}j。

接 ください。 接 @ 接組前、 1年以内に

ン -接種料金 種 12月 9日休) 吉島 小 学校 けいれんの症状を起
したことのある方。

3歳 -5歳児無料、 ず 12月 10日幽
松倉小学校 @ 過去において、この

ザ 15歳以上、高校、 み 本江 小 学校 守二日;jj:十喪主!削こより、 Mlj

種
反応、を起こしたこと

一般は 1回につき 12月 13日(1]) 片貝小学校 のある方。

200円。 12月 14日(刈 道下小学校
@ その他、接制を行う

ことカず有~.ill担 当 と i認め

麻しん接種券は 、 1歳 6か月児健診会場にて
られた方は、接航で

麻 し ん 18か月一36か月児 きませんのでごti:芯;
発行します。 くfごさし、。
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市
で
は
、
日
年
か
ら
、
こ
の
体
操
を

普
及
し
は
じ
め
、
現
在
同
名
(
初
歳
i

ω歳
代
)
程
の
人
が
、
各
公
民
館
で
体

操
に
励
ん
で
い
ま
す
。

日
年
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

の
人
は
、
体
操
を
始
め
る
前
、
肩
こ
り

や
腰
痛

・
疲
れ
や
す
い
、
胃
腸
の
調
子

が
悪
い
、
関
節
が
痛
い
な
ど
、
何
ら
か

の
症
状
を
持
っ
て
い
た
人
達
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
症
状
も
、
こ
の
体
操
を
試

み
た
結
果
、

ω
%
i
m
%の
人
達
が
治

っ
た
、
軽
減
し
た
と
答
え
て
い
ま
す
。

人
間
の
体
に
は
、
自
然
治
ゆ
能
力
が

備
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
能
力
さ
え
衰
え

な
け
れ
ば
、
病
気
に
な
ら
な
い
し
、
ま

すら

し

そ

ば

を
伸

柱

を
竺
背

骨
-
h
H
M

L
R

開口腹

た
な
っ
た
と
し
て
も
軽
く
、
自
然
に
治

一

り
健
康
な
生
活
が
お
く
れ
ま
す
。

こ
の
自
然
治
ゆ
能
力
を
常
に
活
発
に

・

し
て
お
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
心
身
の
一

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
大
切
な
の
で

す
。
し
か
し
、
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
り

一

精
神

・
肉
体
と
も
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
す

る
私
達
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も

一

困
難
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
心
身

一

の
バ
ラ
ン
ス
調
整
を
目
標
と
し
た
運
動

法
を
、
日
常
生
活
の
中
に
と
り
入
れ
る

こ
と
が
、
ぜ
ひ
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

-

で
す
。
運
動
法
と
い
っ
て
も
、
体
力
つ

く
り
の
西
洋
体
操
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な

一

く
、
健
康
づ
く
り
の
東
洋
体
操
の
こ
と

を
い
い
、
そ
の
中
で
も
、
生
命
の
貯
草
川

体
操
は
、
「要
の
体
操
」
「白
き
ょ
う
術
」

「組
み
体
操
」
の
三
つ
か
ら
な
り
、
体

一

の
自
然
自
ゆ
能
力
を
活
発
に
し
ま
す
。

-

食
生
命
の
貯
蓄
体
操
の
特
徴

①
血
行
を
良
く
し
血
管
老
化
を
防
ぐ
。

②
自
律
神
経
調
桜
、
内
臓
器
宵
の
調
的
郎
氏
。

③
ハ
リ
や
灸
の
刺
激
に
に
た
効
果
あ
り
。

寝
間
柱
を
中
心
に
、

全
骨
格
を
矯
正
し

一

関
節
や
筋
肉
を
柔
か
く
す
る
。

.

⑤
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
精
神
安
定
を

は
か
る
。

女
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
の
体
操
で
す
。

一日
、
て
こ
リ
、
さ
あ
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。
一

晶画面[!!J図面画面固
一一県内外の育力企業続々と一一

「
に
っ
ぽ
ん
新
世
紀
博
覧
会
」
は
来

年
七
月
十
六
日
か
ら
九
月
十
五
日
ま
で

小
杉
町
太
閉
山
ラ
ン
ド
で
ひ
ら
か
れ
ま

す
が
、
新
世
紀
博
に
参
加
す
る
パ
ビ
リ

オ
ン
が
相
次
き
で
決
定
、
地
方
で
は
知

を
見
な
い
大
き
な
加
悦
と
内
容
の
全
体

像
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

紙
の
森
と
池
に
閉
ま
れ
る
太
閤
山
ラ

ン
ド
(
総
而
柏
百
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

の
う
ち
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
同
覧
会
々

場
に
、
美
し
い
風
景
と
調
和
を
は
か
り

な
が
ら
、
色
と
り
ど
り
の
パ
ビ
リ
オ
ン

併
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
つ
ぎ
の
団
体

・
企
業
と

パ
ビ
リ
オ
ン
、
地
設
の
出
展

・
参
加
が

決
定
し
て
い
ま
す
。

(
館
名
は
、
い
ず

れ
も
仮
称
)

富
山
県
の
「
一

O
O年
記
念
館
」
、北

陸
電
力

・
凶
西
電
力
の
「
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
館
」
、不
二
越
の

「メ
カ
ロ
ボ
不

二
越
館
」、
吉
田
工
業
の

「
Y
K
K
世
界

館
」、イ
ン
テ
ッ
ク
な
ど
の
「
二
十
一
世

紀
電
子
館
」、
高
岡
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
恕
話

会
の
「
ア
ル
ミ
の
創
造
館
」
、
県
薬
業
連

介
会
な
ど
の「
山一品
か
で
楽
し
い
郷
土
館
」

と
町
一
久
地
設
と
な
る
佐
藤
工
業
の
「
記

念
野
外
劇
場
」
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
集
合
展
示
館
と
し
て
、

「
メ
カ
ト
ロ
プ
ラ
ザ
一
号
館
」
、
「
メ
カ

ト
ロ
プ
ラ
ザ
二
号
館
」
、
「
美
し
い
女
性

館
」、
「
公
共
企
業
館」
、
「
世
界
の
バ
ザ

ー
ル
」
、
「
北
陸
の
バ
ザ
l
ル
」
な
ど
が

予
定
さ
れ
、北
陸
銀
行
、
ト
ナ
ミ
運
輸
、

ヤ
マ
キ
カ
イ
、
ス
ギ
ノ
マ
シ
ン
キ
タ

ム
ラ
機
械
、
北
陸
電
気
工
業
、
北
陸
コ

カ
コ
l
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
、武
内
プ
レ
ス
、

富
山
ヤ
ク
ル
ト
、
伏
木
海
陸
運
送
、
日

本
海
ガ
ス
な
ど
県
内
有
力
企
業
と
出
展

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
電
公
社
、
専
売
公
社、

N

H
K
、
サ
ン
ト
リ
ー
、
小
松
製
作
所
、

安
田
生
命
グ
ル
ー
プ
な
ど
県
外
企
業
、

団
体
も
独
立
館
、
集
合
館
で
出
展
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

新
世
紀
博
の
テ
ー
マ
「
新
世
紀
へ
の

旅
立
ち
」
を
受
け
た
各
パ
ビ
リ
オ
ン
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
計
画

を
進
め
て
お
り
、
世
界
の
物
産
、有
名
商

品
を
集
め
る
バ
ザ
ー
ル
、
ス
リ
ル
と
興
奮

の
プ
レ
ー
ラ
ン
ド
と
と
も
に
、県
内
外
に

大
き
な
話
題
を
呼
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

収
納
代
理
屈
の
指
定

ロ
月
2
日
か
ら
、
魚
津
市
収
納
代
理

金
融
機
関
と
し
て
、
新
た
に
富
山
相
互

銀
行
魚
津
駅
前
支
屈
を
指
定
し
ま
し
た
。

。ゎ
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-
宮
津
霊
園
の
使
用
申
込
み

に
つ
い
て

市
で
は
、
宮
津
霊
園
の
使
用
申
込
み

者
の
多
数
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
墓

地
の
造
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
程
、
工
事
の
完
成
目
途
が
つ
き
ま
し

た
の
で
、
次
の
申
込
み
条
件
を
満
た
す

方
に
限
り
申
込
み
の
受
付
け
を
い
た
し

ま
す
か
ら
、
ロ
月
日
日
ま
で
印
鑑
持
参

の
う
え
、
都
市
計
画
課
へ
申
込
み
さ
れ

る
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

一
、
原
則
と
し
て
市
内
に
居
住
さ
れ
、

許
可
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
墓

碑
を
建
立
す
る
方
。

二
、
使
用
許
可
後
二
年
以
内
に
墓
碑
を

建
立
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
市
に
返

修
造
成
進
む
宮
津
霊
園

-
教
育
な
ど
相
談
に
つ
い
て

教
育
な
ど
の
相
談
は
、
勤
労
青
少
年

ホ
l
ム
で
開
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
ロ

月
か
ら
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

緊急に職を探していますグ(求職情報)

整番号理 希望職種 年齢 性別 希賃望金 円リ 歴 学歴 免

万戸l
珠普算免2、級簿記3級1 事務員 30 男 13 経理i補助8年 大手:

2 経理事務 57 男 15 事務11年 |日中卒

3 倉庫管理 58 男 13 倉庫管理11年 高小手:

4 管理事務 56 男 20 業務監査II年 旧中平: バイク

5 (事鉄工務所) 53 男 20 管理戦19年 高小~: 普免、 玉持j'-1:

6 写真士 29 男 14 塗装 3年 高卒 普免

7 塗装工 58 男 15 塗装 2年 高小卒

8 ，邑=. 業 55 男 15 現場事務2年 |日中卒 普免

9 運転手 39 男 20 運転手2年 中手: 映大写型技免R許ili 

10 機械組立工 59 男 20 険械製作5年 |日中卒

11 看護婦 24 女 10 看護婦7年 高zp: 正者殺煽i

12 電話交換手 39 女 10 旅館4年 11 珠電話~:交2 換級手

13 栄養士 25 女 10 管士理栄3養年 大半: 管普理免栄養士

14 歯科技工士 27 女 10 歯士科技工 各種学校卒 普歯科免技工士6年

15 事務員 26 女 8 事務 3年 高卒:
簿英簿普記和記免3文級3タ、級イ珠プ算、普2級貧

16 " 24 女 9 版売 2年 大卒

17 屯 員 27 女 9 事務員6年 高卒 珠普算免3級、簿記2級

18 11 28 女 9 庖員10年 11 普免

19 製造工 32 女 8 ボール年盤 中~: 11 
工 5

20 " 41 女 8 カセ ッ年ト 中卒
組立4

マ
と
き

1
毎
週
木
曜
日
午
前
9
時
か
ら

午
後
9
時
ま
で

マ
と
こ
ろ
H

吉
野
浦
田
三
郎
毛

な
お
、電
話
で
も
相
談
を
受
け
ま
す
。

宮
②
2
9
7
5

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

楽樹奏会耽会礎OB控吹楽部奏津工高魚業

謡ll;lJ第
ケソ キイ /~、ー「子映画供会 f世;集σコ合(tl7 」ンさ| 物

い民い市末固長 グな、
名

ビパご

I PM19 I AM12 I PM 2 I AM 1 5 と

l l2寺( 日日) 時11 ( 日日) 時l回目 時10回自(日日) き

E同一理務券i コ言p'}売券円1) 
大人当日 入

言戸ヲずノ、・券
場
料

会部楽OB校R高奏欠津業魚工 郭戸会協韓笹会祉市会制
画コ 主
ス f起
モ
{i:: 者

-
ロ
月
の
日
曜
営
業
給
油
所

9 ~ 26 19 12 51~ 月
日月 日 日 日 日月 日

日'"口 贋

津市前市農協E偽鵡昼

魚 山
キ合

)11 田 i章 崎
石 石 石 石 t由
t由 t由 t自 t由 戸斤
色 色 魚 魚

名
j章 j掌 i掌 i掌

本 本
釈迦堂
キ目 住

f所在也
r工 江 木 ゴロゴ

-
ア
ワ
ビ
幼
稚
仔
保
育
場
の

概
要

市
で
は
、
沿
岸
漁
業
の
振
興
を
計
る

た
め
、
昭
和
田
年
度
に
続
き
、
昭
和
町

年
度
事
業
と
し
て
、
道
下
地
先
沖
合
捌

m
の
地
域
に
、
県
営
ア
ワ
ビ
幼
稚
保
育

場
を
誘
致
し
、
現
在
造
成
中
で
す
。

、、B』，，
，

n
M
U
 
l
 

''l
‘、

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

<ft24 -0365 >へお間合わせください。

事
業
費
三
千
万
円
、
槻
模
は
m
M
(
削

×
印

m
)
の
範
囲
に
、
コ

l
ケ
ン
ブ
ロ

ッ
ク
川
基
、
フ
ト
ン
カ
ゴ
別
基
、
井
桁

積
4
段
型
ア
ワ
ビ
礁
叩
基
、

F
R
P
-

A
K
ア
ワ
ビ
礁
5
基
、
大
型
天
然
石
川
川

耐
を
投
入
し
ま
す
。

造
成
後
、
ア
ワ
ビ

・
サ
ザ
エ
等
の
稚

員
を
積
極
的
に
放
流
し
て
、
磯
根
資
源

を
増
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

街
頭
献
血
に
協
力
を
/

ロ
月
日
日
出

午
前
日
時
l
午
後
3

時
初
分

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

富
山
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

マ
と

き

⑧
⑥
⑤
⑨
 

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
、
他
人
に
転
貸
、
ま
た
は
、

譲
渡
で

き
ま
せ
ん
。

四
、
そ
の
他
、
魚
津
市
営
霊
園
条
例
を

遵
守
す
る
こ
と
。

今
回
、
申
込
み
を
受
付
け
す
る
墓
地

区
画
数
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

1

区
画
数
一

二
O
区
画

2

一
区
画
の
面
積
五
平
方
メ
|

ト
ル

(
2
m
×
幻

m
)

3

一
区
画
の
使
用
料

一
二

O
、

0
0
0円

4

申
込
締
切
日
ロ
月
日
日
附
ま

で

5

資
格
審
査
由
・
込
書
を
審
査
し

た
後
、
資
格
の
あ
る
人
だ
け
に

抽
選
日
等
を
通
知
し
ま
す
。

6

抽

選

日

ロ

月
M
日
樹
午
前
9

時
か
ら
午
後
2
時
ま
で
。

(
先
着
順
に
行
い
ま
す
。)

7

抽
選
場
所
市
役
所
三
階
大
会

議
室

8

当
日
持
参
す
る
も
の
印
鑑
お

よ
び
使
用
料
一
二

O
、
0
0
0

円

抽
選
の
結
果
、
許
可
さ
れ
た
方
は
、
使

用
料
を
当
日
即
納
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
と
こ
ろ

マ

主

催
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-
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

ポ
ス
タ
ー
展
開
催
案
内

省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
啓
発
事
業

の
一
環
と
し
て
左
記
に
よ
り
開
催
い
た

し
ま
す
。

場
所
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

日
時
ロ
月
刊
日
幽
1
ロ
月
初
日
開

-
国
鉄
列
車
ダ
イ
ヤ
改
正

日
月
日
日
よ
り

富
山
|
魚
津
間
普
通
列
車
(
3本
)
が

新
設
さ
れ
通
勤
通
学
に
大
変
便
利
と
な

り
ま
し
た
。

新
設
さ
れ
た
普
通
列
車

下
り
富
山
発
8
時
凶
分
魚
津
着
8
時

お
分
富
山
発
日
時
U
分
魚
津
着
ロ
時

U
分
魚
津
発
日
時
日
分
富
山
着
目
時

上
り

魚;孝命。色然
くるまえび

魚族紹介(73)

-
国
鉄
魚
津
駅
旅
客
用
便
所

が
完
成

か
ね
て
か
ら
金
沢
鉄
道
管
理
局
に
対

し
強
く
要
望
し
て
お
り
ま
し
た
、
国
鉄

魚
津
駅
旅
客
用
便
所
が
こ
の
ほ
ど
完
成

北海道南部以南の大平津岸や日本海沿岸からフ

イリツピン、東南戸ジ戸、インド津に分布してお

り、波の静かな内港、や内海の砂泥底にすんでいる。

3と30anlこもなり、産卵期の6~

t 夜間泊中を淑ぎながら約70万個ほどの卵を産むo

j 日本近酒では漁獲量は多く、食用工ピの王座を占

1 めるので、養殖、畜養も行われ、富山湾でも岳年
i 数百万尾の椎工ビを湾内に放流されている。

い
た
し
ま
し
た
。

同
便
所
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

水
洗
式
の
し
よ
う
し
ゃ
な
も
の
で
、
身

体
障
害
者
用
の
設
備
も
備
え
た
近
代
的

な
立
派
な
も
の
で
す
。
落
書
な
ど
の
な
い

よ
う
に
大
切
に
利
用
し
た
い
も
の
で
す
。

( 11月15日の発車式)

-
幼
稚
園
児
の
再
募
集
に

つ
い
て

日
丹
市
広
報
で
幼
稚
園
入
園
児
の
募

集
を
し
ま
し
た
が
、
定
員
に
満
た
な
か

っ
た
の
で
再
募
集
い
た
し
ま
す
。

。
願
書
受
付
期
間

ロ
月
日
日
か
ら
初
日
ま
で

@
願
書
提
出
先

大
町

・
経
団

・
各
幼
稚
園
ま
た
は
、

市
教
育
委
員
会
(学
校
教
育
課
)

。
入
国
資
格

市
内
在
住
の
臼
年
4
月
2
日
か
ら
、

日
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児
(4
歳
児
)

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
各
幼
稚
園
又
は

魚津善意銀行へのご寄付
〈敬称、略〉

市
教
育
委
員
会
(
学
校
教
育
課
)
宮
②
2

2
0
0
内
線
3
0
6
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

-
楽
し
く
や
ろ
う
砂
身
障
者

青
年
部
、
年
末
の
集
い
。

市
内
に
す
む
身
体
障
害
者
の
青
年
た

ち
が
、活
動
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
、次

の
日
程
で
「
年
末
の
集
い
」
を
行
い
ま
す
。

楽
し
く
、
愉
快
な
集
い
を
、
み
ん
な
で

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
な

た
の
参
加
を
、
是
非
、
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
お
問
い
あ
わ
せ
は
、
文
化
町

川
上
勇
夫
(
宮
②
2
4
9
4
)
か
市
役
所

社
会
福
祉
課
ま
で
、
御
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ロ
月
ロ
日
日

午
後
1
時
か
ら

勤
労
者
会
館

と

き

-
と
こ
ろ

-
郵
便
局
か
ら
の
お
願
い

早
い
も
の
で
す
。
も
う
年
賀
状
を

く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
ロ
月

沢井宗隆上村木 150，000円

沢田由紀子並木町 1，500 

野崎幸男出 50，000 

大崎悦子本新 10，000 

谷 重雄官、回 2，350 

石倉利光、初IJ原掲一、田村直樹 5，000 
上村木13区

宮野貴美子 新角川二丁目 30，000 

酒販青年会会長稲垣博康 16，930 

古島淑子諏訪町 50，000 

西尾 忍西尾崎 30，000 

坂本芳栄双葉町 3，000，000 

中島金二吉島二丁目 50，000 

八代町婦人会 40，000 

魚津アクアダイビングクラブ 20，000

沢杉民話会全戸三 沢井正雄 103，000 
西尾兼雄、吉良一同

吉島小学校児童会 8，034 

有沢武雄本町二丁目 5，000 

※受付けの)11員番で掲載していますが、紙面iの
都合で一部次の号以降になります。

日
日
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。
早
目
に

お
書
き
に
な
り
な
る
べ
く
ロ
月
初
日
ま

で
に
お
出
し
下
さ
る
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
「郵
便
番
号
」
は
住
所

の
一
部
で
す
か
ら
、
ま
ち
が
い
な
く
お

書
き
下
さ
い
。
そ
し
て
お
出
し
の
際
は

「
市
内
」
「
県
内
」
「
県
外
」
に
そ
れ
ぞ
れ
区

別
し
て
紙
札
を
つ
け
、
ひ
も
か
輪
ゴ
ム

で
束
ね
て
お
出
し
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

知
魚
津
郵
便
局

宮
②
0
3
0
0

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

ロ
月
は
、
魚
津
地
区
(
本
町
二
丁
目

新
宿
、

中
央
通
り
二
丁
目
、
金
浦
町
、
鴨

川
町
)
で
実
施
し
ま
す
。
点
検
に
は
県

L
P
G協
会
魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン

タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

宮

@
5
3
4
0

『面
倒
く
さ
が
ら
ず
に
、

閉
止
弁
に

手
を
の
ば
せ
グ
』
|
完
全
閉
止
励
行
|

-
魚
津
水
族
館
休
館
日

0
ロ
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

毎
週
、
月
曜
日
と
祝
日
の
翌
日

o
ロ
月
初
日
1
白
日
ま
で
。

納税措イド

固定資産税の第3

期の納期限は

昭和57年12月25日

です。

(19) 
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市制30周年・思い出のアルバム

こ岸中国力をあろ結のい利 の善等市に心あが 2関再で初

主露宅建Z与存会委2号型43宮署 .....:.. はは日ド別室長毒雪国
念直止と 、ける 、はるあ解もで漁で /T'.罰唾.- る等 j巷事移積続 事・日ら情のた組 43
願通ま八当れと漁 、 。りに市あ港は 炉、調 停 。も機業転極き 業そとす高。ん年
しをつ号初ばと港極 、よ長ると 、 i: __ 叫 ......~ .;. 遂能お ・的 、 のの協る[ だ j魚、
てーて線かなもをめ 感る始 。し日 :慰 U f'" 年設よ補な現 出資議と宗 の協
3 日いのらら只基て 謝御め て本 J4ELこdム 、備び償事清 発意をと雄 が長
るもる直要な 盤苦 に尽関 完海・a・4 一方~ ~I員 ・ 荷 ・ 業河 点を行も市 漁に
次早魚通望い地と難 耐力係 成有司圃酢噛・~ 調建捌背推七 と得いに長 j在任
第く津道しと域しの え 、各 し数 ~. に設所後進良 なて 、、 ら のぜ
で実港路て思発生時 な御位 活の ‘司，..~ 進の .:t也の市 つ 、昭地と 修 ら
あ現とおいう展産代 い協の 動多 経由漁協組合長 行構船造御長 たこ手口元本 筆れ
るすのよた 。にので と力格 し目 浜 田 健一 し造揚成協の のの 44型庁 董
。る海び経努実はこの別て的 た改場の力熱で日年 害 業

圃盟(J)・E・
(10月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線

人(前月雄t)

24，092(+ 1) 

26， 037( +27) 

50， 129( +28) 

13，296 

200. 75~' 

7.9km 

すユ注ーす行く価はうるもり農たお家油してに庁山
。ニ意般め財な格 、なと安マ水ひい計等く 雪 かので
|し家て政るの漁ののくグ省とでののなはけ発て
クな庭行改と上獲がこ 、ロのつにや値リ少て表く

編集子
ながにく革の昇不カと正の発増なり上そなのにるけ迎りや V
正らお方をこで振ズで月赤表えるくりうい天よのれえしつ木
月 、い針さと前とノす食身でそ奥りがだも候るがぱるたて村i
を知てとらで年、コ 。品 、はう様に予とのはと 12なた気き ら
迎恵ものにすよ円とたのト 、で方頭想のの 、 、月らめ持ま し
えを 、こ強 。り 安エだ価リ野すのをさこ 、前年でなにでし の
ため価と力 V 二にビ高格肉莱 ず 心なれと寒年末すい 、新た 11欠
いぐ格でに政 、よでくは 、はし配やるでさにか 。こ片し 。く
もら動す抑府三る 、な安タもかがまとすは くら V と付いす 12
のし向がしは割輸こり定マとし 、しき 。きら正気がけ年つ月
で 、に、す 、高入れそすゴよ 、まて 、石びべ月象沢なをきが

編集/企画広報室 団側/魚津臼刷株式会柱 位。


